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健
康
づ
く
り
を
無
理
な
く
継
続
し
て

行
う
た
め
に
は
、自
分
の
身
体
の
長
所
・

短
所
を
把
握
し
、明
確
な
目
的
や
目
標

を
定
め
実
践
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

甲
斐
市
で
は
、一
人
ひ
と
り
の
身
体
に
あ

っ
た
、張
り
合
い
と
実
践
成
果
が
実
感
で

き
る
最
適
な
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
 

　
平
成
18
年
4
月
の「
甲
斐
市
玉
幡
公

園
総
合
屋
内
プ
ー
ル（
K
a
i
・
遊
・
パ
ー

ク
）」の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、山
梨
大
学
教

育
人
間
科
学
部
と
連
携
し
て
、各
種
健

康
づ
く
り
教
室
の
中
で
「
一
次
予
防
」
に

重
点
を
置
い
た
個
人
の
健
康
状
況
デ
ー

タ
の
収
集
と
個
別
健
康
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
生
活
習
慣
病
、要
介
護
状
態
に
陥
る

こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、個
々
人
の
形
態
・

体
力
・
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
測
定
及
び

日
常
生
活
動
作
等
を
分
析
し
、一
人
ひ
と

り
の
身
体
に
あ
っ
た
指
導
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
提
供
し
て
い
る
こ
と（
人
間
科
学

（
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
））が
特
徴
で
、実
践

し
た
成
果
が
実
感
で
き
る
た
め
、張
り

合
い
を
持
っ
て
、常
に
最
適
な
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
は
、こ
の
事
業
の
結
果
を
基
に
、

敷
島
・
双
葉
地
区
に
あ
る
健
康
増
進
施

設
な
ど
の
健
康
づ
く
り
教
室
へ
の
展
開

を
図
り
、市
民
を
は
じ
め
甲
斐
市
内
に

お
い
て
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
の
健
康

へ
の
意
識
の
高
揚
と
、健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
 

～大学との連携による 
“張り合いと実践成果が実感できる健康づくり” ～ 

プログラムの内容
■成分測定・分析
高精度な分析機で、体成分、骨格筋・体脂肪、肥満診断、筋肉バ 
ランスなどを測定し、自分自身の身体の長所・短所が確認できます。 
■運動プログラム作成 
測定・分析結果に基づき、適した運動プログラムを作成します。作 
成にあたっては健康運動指導士がご相談をお受けします。 
■運動履歴等データ管理 
運動プログラムの内容、実践した運動の履歴や消費カロリー、体成 
分の測定結果や血圧の数値などを履歴データとして管理します。 
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　4月、「桃・ぶどう日本一の郷」笛吹市を桃の花が
ピンクに彩るこの季節には、市内各地で「桃の花ま
つり」が開催されます。 
　桃の花の絶景は、県外にも広く知られ、この風景
を一目見ようと多くの花見客で賑わいます。 
　市内には、桃のピンクと同時にスモモの白い花や
黄色い菜の花の鮮やかなコントラストを楽しめる所も
あります。 

【笛吹市提供】 
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公
務
に
は
、夜
間
開
催
の
住
民
説
明
会
や

生
涯
学
習
事
業
な
ど
、当
初
か
ら
時
間
外
勤

務
が
想
定
さ
れ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の

場
合
の
勤
務
は
、朝
の
定
時
か
ら
行
事
終
了
ま

で
の
長
時
間
に
及
ぶ
の
が
通
例
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、身
延
町
で
は
過
重
労
働
の
軽

減
や
時
間
外
勤
務
手
当
削
減
な
ど
の
行
革
を

目
的
と
し
て
、時
差
出
勤
制
度
を
昨
年
十
月

か
ら
導
入
し
ま
し
た
。
労
働
者
に
始
業
・
終
業

時
刻
の
決
定
を
委
ね
る
一
般
的
な
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
は
、研
究
職
員
以
外
の
地
方
公
務

員
に
は
適
用
で
き
ま
せ
ん
が
、就
業
時
間
帯
を

前
後
に
ず
ら
す
時
差
出
勤
は
導
入
可
能
で
す
。

町
で
は
、早
朝
や
午
後
一
時
か
ら
の
出
勤
な
ど

13
パ
タ
ー
ン
の
時
間
帯
を
設
定
し
、通
常
業
務

に
支
障
が
無
い
こ
と
を
条
件
に
、公
務
に
応
じ

た
時
間
帯
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
総
務
課
赤
坂
さ
ん
に
よ
る
と
、一
月
ま
で
の

四
か
月
間
で
、保
健
師
さ
ん
の
栄
養
教
室
や
生

涯
学
習
事
業
な
ど
で
計
34
件
の
時
差
出
勤
が

あ
り
ま
し
た
が
、制
度
を
活
用
し
た
職
員
か
ら

も
好
評
で
、よ
り
多
く
の
職
員
に
時
差
出
勤
を

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
。

　
県
内
市
町
村
で
は
初
の
試
み
で
す
が
、「
経

費
削
減
効
果
の
み
に
留
ま
ら
ず
、業
務
能
率
の

向
上
に
も
必
ず
役
立
つ
は
ず
」
と
、町
で
は
そ

の
効
果
に
更
な
る
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 

行
革
の
新
た
な
視
点 

『
時
差
出
勤
』に
手
応
え 
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期課程修了。工学博士。豊田高専建築学科助教授などを経て1996年山梨大
学助教授。専門は住居学、建築学。山梨県国土利用計画審議会、同森林審
議会委員、甲府市開発審査会会長などを務める。著書に『地域からの住まいづ
くり』『地域の住まい学習』『暮らし・住まい－住まいの地方性・地域性』など。 

02の やまなし 

住
ま
い
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
。
近
年
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
偽
装
や
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
症
候
群
、
地
震
に
よ
る
住
宅
被
害
な
ど
、

住
ま
い
の
安
全
や
健
康
を
脅
か
す
問
題
が
相

次
い
で
い
る
が
、
快
適
で
安
心
・
安
全
な
住

ま
い
な
く
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
成
り
立

た
な
い
。
豊
か
さ
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
住

ま
い
や
住
環
境
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
、
持
ち
家
と
借
家
で
、
ま
た

大
都
市
圏
と
地
方
圏
で
居
住
水
準
や
住
宅
取

得
格
差
が
大
き
い
が
、
全
国
的
に
見
れ
ば
山

梨
県
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
一
方
、
住

宅
建
設
は
も
と
も
と
地
場
産
業
で
あ
っ
て
地

域
経
済
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
気
候
・
風

土
や
生
活
様
式
に
対
応
し
た
木
造
住
宅
が
大

工
・
工
務
店
の
手
に
よ
っ
て
各
地
に
建
て
ら

れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
住
ま
い
は
自
然
と
上

手
に
調
和
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
要
素

と
し
て
美
し
い
町
並
み
や
景
観
を
形
成
し
て

き
た
。

こ
の
よ
う
に
住
ま
い
は
地
域
の
経
済
・
社

会
・
文
化
と
深
く
関
わ
り
、
暮
ら
し
に
密
着

し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
生
し
、
豊
か
な
住
生
活
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
住

宅
政
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
み
た

い
。

日
本
の
住
宅
政
策
は
戦
後
の
絶
対
的
住
宅

難
の
解
消
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
公
庫
・
公

営
・
公
団
の
3
本
柱
に
よ
る
所
得
階
層
別
住

宅
供
給
、
い
わ
ゆ
る
住
宅
政
策
の
55
年
体
制

に
よ
っ
て
、
住
宅
の
量
的
充
足
や
居
住
水
準

の
改
善
が
図
ら
れ
て
き
た
。
自
治
体
住
宅
政

策
の
柱
と
な
っ
た
の
は
公
営
住
宅
の
供
給
・

管
理
で
あ
り
、
そ
の
状
況
は
現
在
も
基
本
的

に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
公
営
住
宅
は
住
宅

困
窮
者
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
需
要
動
向
を
見
な
が
ら
適
正
に
管
理
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
自
治
体
も
老
朽

化
し
た
公
営
住
宅
の
更
新
や
入
居
者
管
理
の

問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政

事
情
下
で
建
て
替
え
や
新
規
建
設
は
容
易
で

は
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
居
住
者
の
高
齢
化
や

低
所
得
層
化
が
進
む
と
す
れ
ば
団
地
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
成
り
立
た
な
い
。
若
い
世
代
が
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
な
住
宅
・
住
環
境
に
一
新

し
、
居
住
者
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
総
合
的
・

長
期
的
な
指
針
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
で
あ

る
。問

題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
量
よ
り
質

の
向
上
、
フ
ロ
ー
（
住
宅
建
設
）
よ
り
ス
ト

ッ
ク
の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な

住
ま
い
の
役
割

自
治
体
住
宅
政
策
の
課
題

公
営
住
宅
の
再
生
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っ
て
、
県
民
の
住
生
活
問
題
は
ま
す
ま
す
多

様
化
し
て
い
る
。
公
営
住
宅
の
適
正
管
理
以

外
に
も
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
対
応
、
若
年

層
の
定
住
、
子
育
て
支
援
、
良
好
な
住
環
境

の
形
成
・
誘
導
、
町
並
み
景
観
の
整
備
・
保

存
、
中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
の
活
性
化
、

環
境
共
生
型
の
住
ま
い
づ
く
り
、
地
域
型
木

造
住
宅
の
供
給
と
住
宅
産
業
支
援
、
耐
震
化

促
進
、
住
情
報
・
住
教
育
の
推
進
な
ど
自
治

体
住
宅
政
策
の
対
象
や
守
備
範
囲
は
拡
大
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
は
庁
内
関
連
部

局
で
の
連
携
・
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
事

業
者
・
専
門
家
・
N
P
O
と
の
連
携
や
地
域

の
住
ま
い
づ
く
り
へ
の
県
民
の
主
体
的
参
加

が
欠
か
せ
な
い
。

1
9
6
6
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
住
宅
建
設

計
画
法
に
代
わ
り
、
2
0
0
6
年
か
ら
は
住

生
活
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。「
住
宅
建

設
」
か
ら
「
住
生
活
」
へ
と
住
宅
政
策
の
視

座
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
市
町
村
に
よ
る
地
域
に
根
ざ

し
た
住
宅
施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す

る
た
め
、
地
域
住
宅
計
画
（
H
O
P
E
計
画
）

や
地
域
高
齢
者
住
宅
計
画
の
策
定
が
1
9
8

0
年
代
以
降
全
国
に
広
が
り
、
そ
の
後
、
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
統
合
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
２
０
０
３
年
度
ま
で
に
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
策
定
し
た
自
治
体
は

全
国
の
1
、
3
3
2
市
町
村
で
、
全
体
の
4
割

を
占
め
る
。
山
梨
県
で
は
9
自
治
体
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
策
定
率
は
高
く
な
い
。

自
治
体
に
と
っ
て
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
住
宅
政
策
の
総

合
的
な
展
開
の
た
め
に
は
全
庁
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
者
や
専
門
家
、
N
P

O
等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
基
本
的
条
件

で
あ
る
。
こ
の
と
き
少
な
く
と
も
住
宅
関
係

部
局
の
役
割
や
課
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
し
、
そ
れ
は
自
治
体
の
総
合
計
画
の
中

で
住
宅
政
策
の
必
要
性
を
問
う
場
合
の
説
得

力
に
つ
な
が
る
。
も
っ
と
大
き
な
意
味
は
職
員

の
住
宅
政
策
に
対
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
り
、

県
民
の
住
ま
い
づ
く
り
へ
の
参
加
が
育
ま
れ
、

自
治
体
に
と
っ
て
施
策
や
事
業
推
進
の
自
由

度
や
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
で
あ
る
。

2
0
0
7
年
3
月
に
山
梨
県
住
生
活
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
町

村
レ
ベ
ル
で
の
住
生
活
基
本
計
画
の
策
定
が

望
ま
れ
る
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
の

基
盤
と
な
る
住
生
活
の
面
に
お
い
て
豊
か
さ

を
実
感
し
、
そ
れ
が
地
域
再
生
や
地
域
活
性

化
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
、
市
町
村
の
主
体

性
と
創
意
工
夫
に
よ
る
居
住
政
策
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

山
梨
県
の
場
合
、
住
宅
の
高
齢
者
対
応
や

耐
震
化
促
進
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ニ
ー

ズ
は
小
さ
く
な
い
の
に
な
か
な
か
デ
マ
ン
ド

化
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
高
齢
者
に

と
っ
て
、
家
族
や
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
実
感
や
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
な
か

で
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
そ
う

だ
と
い
う
確
信
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
相
当

の
費
用
が
か
か
る
住
宅
改
善
や
耐
震
改
修
に

は
簡
単
に
踏
み
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
は
住
宅
政
策
と
し
て
で
は
な
く
今

後
は
居
住
政
策
と
し
て
対
応
し
て
い
か
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

住
ま
い
の
問
題
は
多
様
化
が
進
み
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
地
域
が
主
体
的
に
考
え

て
い
く
し
か
な
い
。
事
業
者
、
専
門
家
、
県

民
等
と
の
「
連
携
」
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
も

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
連
携
は
重
要

で
あ
る
が
、
責
任
の
所
在
や
ど
こ
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
と
る
か
が
必
ず
し
も
明
確
で
な

い
。
住
宅
政
策
か
ら
居
住
政
策
へ
の
転
換
を

図
る
の
で
あ
れ
ば
、
福
祉
、
保
健
、
建
築
、

都
市
計
画
・
環
境
な
ど
の
関
連
部
局
が
一
体

と
な
っ
て
庁
内
に
居
住
部
局
を
立
ち
上
げ
て

は
ど
う
か
。
責
任
体
制
を
明
確
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
住
ま
い
を
通
し
て
暮
ら
し
の
豊
か

さ
を
実
現
す
る
総
合
的
な
居
住
政
策
へ
の
近

道
と
思
わ
れ
る
。

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら

住
生
活
基
本
計
画
の
策
定
へ

居
住
政
策
の
時
代
へ

0 20 40 60 80 100

高齢者・障害者への対応

公営住宅の建設・建て替え

地域材を活用した木造住宅の普及

中心市街地の空洞化・再生

良好な住環境の形成・誘導

公営住宅の管理問題

災害に対する住宅の安全性確保

子育て世帯への支援

住宅改善の支援

まちなみ景観の整備・保全

住民の意識啓発・情報提供

借家の居住水準改善

持家取得の支援

行政内部の連携

環境共生型の住まいづくり

若年層の定住
予算やマンパワー確保

空き家の活用

欠陥住宅

分譲マンションの管理・建替問題

道路や下水道等の都市基盤整備

低未利用地や工場跡地等の有効活用

その他
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山
中
湖
村
は
、
山
梨
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
南
都
留
郡
に
属
し
て
い
ま
す
。
総
面
積

52
・
81

で
、
山
中
湖
を
中
心
に
、
山
中
・

平
野
・
長
池
・
旭
日
丘
の
4
地
区
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
村
の
大
半
は
、
標
高
1
0
0

0
m
前
後
の
な
だ
ら
か
な
起
伏
の
高
原
地
帯

で
、
西
に
は
富
士
山
が
間
近
に
そ
び
え
て
い

ま
す
。

高
原
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
夏
で
も

最
高
気
温
が
30
度
を
超
え
る
こ
と
は
ま
れ
で
、

夏
の
平
均
気
温
は
20
度
前
後
と
過
ご
し
や
す

い
た
め
、
早
く
か
ら
避
暑
地
と
し
て
開
け
ま

し
た
。
観
光
客
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
特

に
夏
休
み
に
集
中
し
、
年
間
5
0
0
万
人
以

上
に
も
及
び
ま
す
。
そ
し
て
、
別
荘
は
約
3

8
0
0
軒
、
学
校
や
会
社
・
官
公
庁
の
寮
は

1
0
0
0
軒
以
上
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
・
民

宿
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
大
小
あ
わ
せ
て
2
5
0

軒
以
上
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
急
速
に

増
え
た
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
30
数
棟
、

2
5
0
0
室
以
上
に
も
及
び
ま
す
。

観
光
客
を
引
き
つ
け
る
最
大
の
魅
力
は
、

豊
か
な
自
然
で
す
。
な
だ
ら
か
な
山
々
に
囲

ま
れ
た
山
中
湖
は
、
面
積
６
・
67

、
周
囲

は
13
・
5

と
、
富
士
五
湖
の
中
で
も
最
大

で
、
水
深
15
m
、
海
抜
9
8
2
m
と
日
本
で

3
番
目
の
高
所
に
あ
り
ま
す
。
日
本
有
数
の

野
鳥
の
宝
庫
で
あ
り
、
ま
た
、
コ
ブ
ハ
ク
チ

ョ
ウ
が
約
50
羽
お
り
、
白
鳥
の
湖
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湖
の
中
を
覗
い

て
み
る
と
、
富
士
マ
リ
モ
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
昭
和
31
年
に
発
見
さ
れ
、
マ
リ

モ
分
布
の
南
限
と
さ
れ
て
お
り
、
山
梨
県
の

天
然
記
念
物
と
し
て
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
、
コ
イ
、
フ
ナ
や
ワ

カ
サ
ギ
な
ど
が
放
魚
さ
れ
、
淡
水
魚
の
宝
庫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

～自然環境に
恵まれた村～

04の やまなし 

富士山と湖と白鳥

ダイヤモンド富士
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km2

km



05 の やまなし 

山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ「
き
ら
ら
」は
、
約
10

ha
の
敷
地
に
、
平
成
15
年（
2
0
0
3
年
）か

ら
3
か
年
計
画
で
整
備
を
し
た
総
合
公
園
で

す
。そ

の
公
園
に
は
、「
野
外
劇
場
を
中
心
と
し

た
文
化
活
動
の
拠
点
」「
植
物
を
中
心
と
し
た

自
然
環
境
学
習
の
拠
点
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
拠
点
」の
3
つ
の
機
能
が

あ
り
ま
す
。
整
備
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
潜

在
環
境
に
配
慮
し
た
公
園
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
公
園
造
成
計
画
地
の
自
然
環
境
調
査

を
徹
底
的
に
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
計
画

地
の
生
物
多
様
性
と
循
環
機
能
を
持
つ
生
態

系
に
配
慮
し
た
公
園
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

以
下
、
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ「
き
ら
ら
」の

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・

造
成
地
の
湿
生
植
物
種
の
多
様
性
調
査

に
基
づ
い
て
希
少
植
物
の
移
植
を
行
い
種

～富士の麓山中湖の水辺、人と人、
心と心が集う場所交流プラザ「きらら」～

の
保
全
と
増
殖
に
努
め
多
数
の
種
の
増
殖

に
成
功
し
て
い
ま
す
。

・

造
成
地
の
土
壌
保
全
、
表
土
利
用
を
原

則
と
し
土
壌
の
持
ち
出
し
を
一
切
行
わ
な

か
っ
た
事
か
ら
多
く
の
潜
在
種
子
に
よ
る

発
芽
が
見
ら
れ
、
土
壌
由
来
の
新
出
植
物

が
見
い
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

・

小
川
、
池
、
水
路
等
一
切
防
水
シ
ー
ト
を

使
用
せ
ず
、
水
中
と
土
壌
と
を
遮
断
す
る

事
の
無
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

・
散
策
路
や
舗
装
通
路
に
は
左
右
の
植
生
帯

と
の
間
に
土
壌
生
物
の
移
動
通
路
を
随
所

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

・

園
内
へ
の
植
栽
樹
種
、
草
本
類
は
学
習
の

た
め
の
一
部
を
除
き
、
富
士
山
麓
地
域
に

生
育
す
る
種
の
み
を
選
定
し
植
栽
さ
れ
て

い
ま
す
。

・

持
ち
出
さ
な
い
、
持
ち
込
ま
な
い
を
原
則

に
生
物
種
が
公
園
内
で
充
分
な
世
代
交
代

の
可
能
な
生
態
系
を
造
り
だ
す
事
を
テ
ー

マ
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

・

森
か
ら
里
山
、
小
川
や
池
を
配
置
し
水

辺
や
水
際
域
、
湖
に
連
続
す
る
生
態
系
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
す
で
に
山
中
湖
の
水
鳥
や

小
鳥
の
営
巣
す
る
環
境
が
造
り
だ
さ
れ
て

い
ま
す
。

・

通
年
楽
し
く
利
用
で
き
る
公
園
と
し
て
、

植
栽
種
の
選
定
に
は
発
芽
期
、
開
花
期
、
紅

葉
な
ど
種
ご
と
の
特
徴
を
利
用
し
、
ま
た
、

学
習
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
植
栽
計
画
を
ボ
ラ
ン

ティ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
計
画
的

に
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

工
事
の
施
行
に
お
い
て
は
、
計
画
地
の
希

少
植
物
を
個
体
移
植
し
、
移
植
試
験
地
で
保

全
と
増
殖
を
3
年
間
行
い
、
移
植
し
た
個
体

の
生
育
調
査
と
繁
殖
調
査
を
通
じ
て
本
移
植

時
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
と
同
時
に
2
0
0
3
年
度
よ

り「
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
」を
実
施
し
、
山
中

湖
交
流
プ
ラ
ザ「
き
ら
ら
」オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
に
必
要
な
人
材
確
保

に
も
取
組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
18
年
7
月
、
地
域
住
民
と
観

光
で
訪
れ
る
皆
さ
ん
が
集
う
、
野
外
劇
場
で

の
文
化
交
流
、
自
然
公
園
で
の
環
境
学
習
体

験
、
広
々
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
交

流
の
場
と
し
て
の「
き
ら
ら
」が
完
成
し
ま
し

た
。施

設
の
概
要
で
す
が
、
野
外
劇
場
に
は
、
野

外
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
最
適
な
山
中
湖
シ
ア
タ

ー「
ひ
び
き
」が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
設
備
を

備
え
た
屋
根
付
き
小
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
も
あ

り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
音
楽
会
、
屋
外
劇
場
と
し

て
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
外
に
広
が
る
芝
生
の
桟
敷
席
の
周
囲
に
は
、

季
節
毎
に
咲
き
乱
れ
る
木
々
の
花
々
や
野
草

た
ち
が
心
和
む
空
間
を
演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

広
い
空
間
、
自
然
と
一
体
化
し
た
雰
囲
気
。

四
季
、
天
候
、
一
日
の
中
の
う
つ
ろ
い
を
演
出

に
使
え
る「
ひ
び
き
」は
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト

に
素
敵
な
味
わ
い
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。
大

山中湖交流プラザ「きらら」
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規
模
イ
ベ
ン
ト
で
の
盛
り
上
が
り
も
優
し
く

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、「
ひ
び
き
」の

吹
き
抜
け
ス
テ
ー
ジ
は
、
ダ
ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
富
士
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
カ

メ
ラ
マ
ン
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
2
月
14

日
前
後
と
10
月
27
日
前
後
に
は
、
芝
生
の
桟

敷
席
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
然
と
一
体
に
な
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、

「
ぴ
っ
ち
」・「
広
っ
ぱ
」・「
原
っ
ぱ
」が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

「
ぴ
っ
ち
」は
サ
ッ
カ
ー
等
が
楽
し
め
る
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、「
広
っ
ぱ
」は
、
景

観
に
配
慮
し
た
昇
降
式
の
夜
間
照
明
を
備
え

た
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど
の
試
合
に
も
対
応
で

き
る
専
門
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
仕
様
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
天
然
芝
の「
原
っ
ぱ
」は
、
思
い
思

い
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
自
由
に
駆
け
回
っ
た
り
で
き
る
多
目
的
広

場
で
す
。
こ
の
他
に
も
テ
ニ
ス
や
フ
ッ
ト
サ
ル

に
使
用
で
き
る「
こ
ー
と
」、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の「
こ
ろ
ろ
」を
完
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に「
き
ら
ら
」は
、
地
域
と
共
に

発
展
す
る
公
園
を
目
指
し
、
地
域
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
資
源
の
開
発
や
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
企
画
や
提
案
に
積
極
的
に
取
組
む
山
中

湖
村
の
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

山
中
湖
村
で
は
、「
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て

良
し
」
を
テ
ー
マ
に
「
全
村
公
園
化
構
想
」

に
も
と
づ
い
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
構
想
は
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を

テ
ー
マ
に
観
光
と
自
然
が
調
和
し
た
リ
ゾ
ー

ト
地
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
振
興
、
観
光
活

性
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
構
想
の
事
業
展
開
の
一
つ
と
し
て
、

先
述
し
た
「
き
ら
ら
」
が
情
報
発
信
基
地
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
構
想
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
、

山
中
湖
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
、
生
態
系
の

維
持
と
保
護
を
意
識
し
た
旅
行
で
あ
る
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
６
月
に
は
、
富
士
北
麓
地
域
全
体

が
環
境
省
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ

ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
平
成
17
年
７
月
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
観
光
協
会
な
ど
の
団
体

が
連
携
し
た
山
中
湖
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
構
成
団
体
が
協
力
し
て
、

動
植
物
な
ど
の
自
然
や
、
冬
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
富
士
と
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
の
風
景
、

そ
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
料
理
・
わ
か
さ
ぎ
・
キ

ノ
コ
と
い
っ
た
食
文
化
等
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
モ
デ
ル
エ
コ
ツ
ア
ー
を
、「
花
の
都
公

園
」「
交
流
プ
ラ
ザ
」「
文
学
の
森
」
な
ど
で

開
催
し
、
大
変
な
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
ツ
ア
ー
や
ヒ
オ
ウ

ギ
ツ
ア
ー
な
ど
、
民
間
と
連
携
し
た
ツ
ア
ー

展
開
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

～「見る観光」から「する観光」への移行～

ヒオウギツアーの参加者
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の やまなし 

　平成１８年８月３１日に総務省が通知した「地方公共団体における行政改革の更なる推進の
ための指針の策定について」により、地方公共団体は、公社・第３セクター等を含めた連結ベー
スによる「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算書」の
財務書類４表について、取り組みが進んでいる団体や、都道府県、人口３万人以上の都市は平
成２１年秋を目処に、取り組みが進んでいない団体や町村、人口３万人未満の都市は平成２３年
秋を目処に整備することとされている。 
　しかしながら、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく健全化判断比率を、
平成１９年度決算に基づき平成２０年に公表することもあることから、例えば、これに併せて平成
１９年度決算の連結財務書類を開示するなど、早期に整備の上、公表することが期待される。 
　今回の特集では、公会計の整備の意義等について述べるとともに、財務書類の作成を進め
ている地方公共団体の取り組み事例を紹介する。 
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
示
す
公
会
計

の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
貸
借
対
照
表
等
の
財

務
書
類
の
作
成
が
、
総
務
省
主
導
の
も
と
地
方

公
共
団
体
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
官
庁
会
計
は
、
予
算
に
よ
っ
て
あ
ら

か
じ
め
策
定
さ
れ
た
歳
入
・
歳
出
の
計
画
に
従

っ
て
、
現
金
が
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
と
い

う
観
点
か
ら
取
引
記
録
が
残
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
土
木
費
や
教
育
費
等
ど
の
サ

ー
ビ
ス
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ
れ
て
き

た
の
か
と
い
う
フ
ロ
ー
情
報
は
よ
く
わ
か
る
仕

組
み
で
す
が
、
保
有
資
産
や
将
来
の
住
民
負
担

な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
が
正
確
に
把
握
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
地
方
分
権
の
推
進
、
夕
張
市
問
題
に

象
徴
さ
れ
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
に
対

す
る
注
目
や
金
融
機
関
の
目
線
の
変
化
な
ど
を

背
景
に
、
公
社
・
第
3
セ
ク
タ
ー
を
含
め
た
全

体
的
財
政
状
況
の
把
握
、
コ
ス
ト
分
析
や
政
策

評
価
へ
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
国
や
先
進
的
な
自
治
体
は
、
現
行

の
仕
組
み
に
加
え
て
、
民
間
の
会
計
基
準
を
参

考
と
し
た
公
会
計
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
平
成
11
年
度
以
降
、
総
務
省
の
研
究

会
で
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
自
治
体
に

そ
の
取
り
組
み
が
促
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。都

道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
で
は
、
平
成
17

年
度
末
ま
で
に
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
8
月
31
日
に
総
務

省
が
通
知
し
た
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め
の
指
針
の
策
定

に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
連
結
財
務
書
類
4
表
に

つ
い
て
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
団
体
、
都

道
府
県
、
人
口
3
万
人
以
上
の
都
市
は
、
同
指

針
の
通
知
か
ら
3
年
後
の
平
成
21
年
秋
を
目
処

に
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
団
体
、
町

村
、
人
口
3
万
人
未
満
の
都
市
は
、
平
成
23
年

秋
を
目
処
に
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
10
月
の
総
務
省
通
知
で

は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
が
、

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
き
平
成
20
年
秋
に
公

表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
平
成
20
年
秋
を
目
処

に
平
成
19
年
度
決
算
の
連
結
財
務
書
類
4
表
を

開
示
す
る
な
ど
、
早
期
に
財
務
書
類
を
整
備
の

上
、
公
表
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。
早
期
整
備
は
強
制
力
を
伴
う
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
各
団
体
の
責
任
と

判
断
に
お
い
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

整
備
す
べ
き
財
務
書
類
は
、
公
社
・
第
3
セ

ク
タ
ー
等
を
含
め
た
連
結
ベ
ー
ス
に
よ
る
「
貸

借
対
照
表
」、「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
純
資

産
変
動
計
算
書
」、「
資
金
収
支
計
算
書
」
の
4

表
で
す
が
、「
地
方
公
共
団
体
財
務
書
類
作
成

に
か
か
る
基
準
モ
デ
ル
」
と
「
地
方
公
共
団
体

財
務
書
類
作
成
に
か
か
る
総
務
省
方
式
改
訂
モ

デ
ル
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
基
準
モ
デ
ル
は
、
民
間
企
業
会
計
を

も
と
に
公
共
資
産
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
特
徴

を
加
味
し
た
も
の
で
、
個
々
の
取
引
の
複
式
簿

記
に
よ
る
記
帳
や
導
入
初
年
度
か
ら
の
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
が
必
要
で
す
。
改
訂
モ
デ
ル

は
、
決
算
統
計
情
報
を
活
用
し
て
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
は

段
階
的
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
導
入
が
比
較
的

容
易
で
す
。
財
務
書
類
の
整
備
に
着
手
し
た
団

体
の
多
く
は
、
改
訂
モ
デ
ル
を
選
択
し
て
い
ま

す
。な

お
、
両
モ
デ
ル
と
も
、
固
定
資
産
台
帳
の

整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
管
財
担
当

課
、
道
路
台
帳
担
当
課
等
関
係
部
署
と
も
連
携

し
、
で
き
る
限
り
早
く
こ
の
作
業
に
着
手
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
先
に
は
、

財
務
書
類
の
活
用
を
通
じ
て
、
資
産
を
減
ら
し

債
務
も
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
資
産
・

債
務
改
革
」
の
実
現
が
控
え
て
い
ま
す
。

当
特
集
で
は
、
財
務
書
類
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
本
県
内
の
団
体
か
ら
も
寄
稿
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
整
備
途
上
に
あ
る
団
体
に
は
、

導
入
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

公
会
計
の
整
備 
特集 

山
梨
県
総
務
部
市
町
村
課 

征
矢
野
　
徹 

主
　
任 

公
会
計
整
備
の
背
景
・
意
義

1

財
務
書
類
の
活
用

2

多
大
な
労
力
を
伴
う
作
業
で
す
が
、
財
務
書

類
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
れ
を
活

用
し
、
住
民
に
対
す
る
透
明
性
の
向
上
や
説
明

責
任
の
履
行
、
行
政
経
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
力

の
向
上
、
整
備
過
程
で
推
進
さ
れ
る
資
産
・
債

務
の
適
切
な
管
理
な
ど
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
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が
目
的
で
す
。

企
業
会
計
で
は
、
企
業
の
財
政
状
態
や
経
営

成
績
を
み
る
た
め
に
財
務
分
析
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
企
業
が
作
成
し
た
財
務
書
類
を
も
と
に

流
動
比
率
や
自
己
資
本
比
率
等
の
指
標
を
算
出

す
る
な
ど
し
て
、
経
営
上
の
問
題
点
や
そ
の
原

因
を
把
握
し
、
改
善
の
方
策
を
見
い
だ
す
こ
と

や
将
来
の
経
営
計
画
や
財
務
計
画
の
策
定
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
べ
き

財
務
書
類
４
表
の
う
ち
、
導
入
が
比
較
的
進
ん

で
い
る
「
貸
借
対
照
表
」
及
び
「
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
」
を
も
と
に
指
標
の
算
出
を
試
み
ま
し
た
。

指
標
を
算
出
し
、
年
度
間
の
比
較
や
類
似
団

体
・
近
隣
団
体
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
で
、
自

治
体
経
営
の
改
善
や
事
業
計
画
の
策
定
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
企
業
活
動
の
経
営
状
況
を
表
す
企

業
会
計
に
お
け
る
指
標
の
算
出
方
法
を
公
益
を

担
う
地
方
公
共
団
体
に
当
て
は
め
た
も
の
な
の

で
、
拙
速
な
試
み
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
い
か
な

る
水
準
が
適
当
で
あ
る
か
は
今
後
の
検
証
を
待

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
会
計
は
「
売

上
」
と
い
う
金
額
で
表
示
で
き
る
成
果
を
コ
ス
ト

で
計
算
し
よ
う
と
い
う
手
法
で
す
が
、
地
方
公

共
団
体
は
税
収
等
の
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
成

果
で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
満
足
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

【
貸
借
対
照
表
の
分
析
】

公
会
計
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
と
は
、
地
方

公
共
団
体
が
ど
れ
ほ
ど
の
資
産
や
債
務
を
有
す

る
か
に
つ
い
て
情
報
を
示
す
も
の
で
す
。
公
共
資

産
を
「
将
来
の
経
済
的
便
益
の
流
入
が
見
込
ま

れ
る
資
産
」、「
経
済
的
便
益
は
見
込
ま
れ
な
い

も
の
の
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
資
産
」

「
売
却
が
可
能
な
資
産
」に
区
分
し
、
そ
の
保
有

状
況
を
住
民
に
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
流
動
比
率

流
動
資
産
÷
流
動
負
債
×
1
0
0
％

短
期
間（
１
年
以
内
）で
の
支
払
い
能
力
が
ど

の
程
度
あ
る
か
を
示
す
指
標

高
い
方
が
望
ま
し
い

②
固
定
比
率

有
形
固
定
資
産
÷
正
　

味
資
産
×
1
0
0
％

有
形
固
定
資
産
の
形

成
が
自
己
資
本
の
範
囲

内
で
行
わ
れ
て
い
る
か

を
示
す
指
標

低
い
方
が
望
ま
し
い

③
正
味
資
産
の
比
率〔
自

己
資
本
比
率
〕

正
味
資
産
÷（
負
債
＋

正
味
資
産
）×
1
0
0
％

総
資
産
の
う
ち
返
済

義
務
を
負
わ
な
い
部
分

が
ど
の
程
度
あ
る
か
を

示
す
指
標

高
い
方
が
望
ま
し
い

※〔

〕
内
は
、
上
記
指
標
に
相
当
す
る
企

業
会
計
の
指
標
（
以
下
同
じ
）

④
現
在
ま
で
の
世
代
に
よ
る

社
会
資
本
負
担
の
比
率

正
味
資
産
÷
有
形
固
定
資
産
×
1
0
0
％

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
現
在
ま
で
の
世
代
に

よ
っ
て
既
に
負
担
さ
れ
た
資
産
の
割
合
を
示
す

指
標割

合
が
高
け
れ
ば
、
現
世
代
が
負
担
し
て
き

た
こ
と
に
な
る

⑤
後
世
代
に
よ
る
社
会
資
本
負
担
の
比
率

負
債
÷
有
形
固
定
資
産
×
1
0
0
％

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
将
来
返
済
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
分
の
割
合
を
示
す
指
標

割
合
が
高
け
れ
ば
、
将
来
の
返
済
が
多
く
な

る
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【
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
分
析
】

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
、
企
業
の
損
益
計

算
書
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
地
方
公
共
団

体
の
経
常
的
な
活
動
に
伴
う
コ
ス
ト
と
使
用

料
・
手
数
料
等
の
収
入
を
示
す
も
の
で
す
。
コ
ス

ト
の
面
で
は
、
人
件
費
等
の
人
に
係
る
コ
ス
ト
、

物
件
費
等
の
物
に
係
る
コ
ス
ト
と
い
っ
た
区
分
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
負
債
・
正
味
資
産
の
一
般
財
源
等
増
減
額
の

率
〔
総
資
本
経
常
利
益
率
〕

一
般
財
源
等
増
減
額
÷（
負
債
＋
正
味
資
産
）

×
1
0
0
％

負
債
・
正
味
資
産
を
投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
利
益
の
効
率

⑦
収
入
・
正
味
資
産
と
国
庫
支
出
金
償
却
額
の

一
般
財
源
等
増
減
額
の
率
〔
売
上
高
経
常
利

益
率
〕

一
般
財
源
等
増
減
額
÷（
収
入
＋
国
庫
支
出

金
償
却
額
）×
1
0
0
％

収
入
か
ら
得
ら
れ
る
一
般
財
源
等
増
減
の
割
合

⑧
正
味
資
産
の
一
般
財
源
等
増
減
額
の
率
〔
自

己
資
本
経
常
利
益
率
〕

一
般
財
源
等
増
減
額
÷
正
味
資
産
×
1
0
0
％

投
入
し
た
正
味
資
産（
自
己
資
本
）で
ど
れ
だ

け
の
一
般
財
源
等
増
減
を
あ
げ
た
か
を
表
す

⑨
負
債
・
正
味
資
産
の
回
転
率〔
総
資
本
回
転

率
〕

（
収
入
＋
国
庫
支
出
金
償
却
額
）÷（
負
債
＋
　

正
味
資
産
）

投
入
し
た
負
債
・
正
味
資
産
（
総
資
本
）が
一

年
に
何
回
転
し
た
か
を
表
す
。

⑩
構
成
比
率

人
件
費
（
議
員
報
酬
、
職
員
給
与
等
）や
物
件

費（
委
託
料
、
消
耗
品
費
等
）、
扶
助
費（
生
活
保

護
等
）
等
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
お
金
が
使
わ
れ
て
い

る
か
を
表
す

⑥ 負債・正味資産の一般財源等増減額の率　　　　　　　　　　Ⅰ÷F×100＝△1.4％ 

⑦ 収入・正味資産と国庫支出金償却額の一般財源等増減額の率　 Ⅰ÷(G+H)×100＝△10.0％ 

⑧ 正味資産の一般財源等増減額の率　　　　　　　　　　　　  Ⅰ÷E×100＝△2.5％ 

⑨ 負債・正味資産の回転率                             　　　　　　　　　(G+H)÷F＝0.1 

⑩ 構成比率 
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平
成
12
年
3
月
に
旧
自
治
省
「
地
方
公
共
団

体
の
総
合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研

究
会
」
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
が
普
通
会
計

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
む
た
め
の

「
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
表
し
、
多
く
の
自
治
体

が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
18
年
8
月
に
は
「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め
の
指
針

の
策
定
に
つ
い
て
」（
総
務
事
務
次
官
通
知
）、
平

成
19
年
10
月
に
は
「
公
会
計
の
整
備
推
進
に
つ

い
て
」（
総
務
省
自
治
財
政
局
長
通
知
）に
よ
り
、

平
成
21
年
度
に
は
貸
借
対
照
表
・
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
・
資
金
収
支
計
算
書
・
純
資
産
変
動
計

算
書
の
財
務
諸
類
4
表
の
整
備
・
開
示
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

都
留
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
よ
り
質
の
高
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、
第
5
次
長

期
総
合
計
画
に
お
い
て
、「
公
会
計
制
度
の
導
入
」

を
掲
げ
、
平
成
18
年
6
月
「
都
留
市
公
会
計
制

度
導
入
調
査
研
究
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
に
お
い
て
は
、
①
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
な
ぜ
作
る
の
か
を
理
解
し
、
②
複
式
簿

記
・
発
生
主
義
会
計
の
仕
組
み
を
学
び
、
③
市

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
④
行
財
政
運
営

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
を
調
査
・
研

究
す
る
た
め
、
先
進
自
治
体
の
視
察
や
研
修
会

に
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
制
度
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
広
く
職
員
を
対
象

に
独
自
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
1
回
目
の
研
修
会
は
、
関
西
学
院
大
学

大
学
院
経
済
研
究
科
・
産
業
研
究
所
所
長

小
西
砂
千
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
公
会
計
体

系
の
整
備
と
財
政
指
標
の
あ
り
方
」
と
題
し
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
講
師
よ
り

「
決
算
統
計
は
、
財
政
運
営
上
の
必
要
な
デ
ー

タ
の
9
割
方
が
入
っ
た
優
れ
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
中
身
が
本
当
に
わ
か
る
の
は
、
表

を
熟
知
し
、
何
を
意
味
す
る
の
か
を
知
る
ベ
テ

ラ
ン
財
政
担
当
の
職
人
芸
み
た
い
な
も
の
で
、

そ
の
分
析
だ
け
で
は
市
民
へ
の
説
明
責
任
は
果

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。『
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

公
会
計
制
度
改
革
と
行
財
政
経
営 

都
留
市
　
財
務
経
営
課 

特集 

久
保
田
　
昌
宏 

職
員
の
意
識
改
革

1
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？
』と
問
わ
れ
た
ら

『
作
っ
た
方
が
良
い
』と
答
え
る
。
そ
れ
は
市
民

へ
の
説
明
責
任
と
し
て
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
民
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
で
は
な
く
、
も
っ
と
重
要
な
『
財
政

の
健
全
性
分
析
』
で
あ
り
、
こ
れ
を
し
な
け
れ

ば
本
当
の
説
明
責
任
を
果
た
し
た
と
は
い
え
な

い
。『
決
算
書
』・『
決
算
統
計
』・『
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
』
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
整
理
す
る

こ
と
で
、
公
会
計
へ
取
り
組
む
姿
勢
が
決
ま
っ

て
く
る
は
ず
で
あ
る
。」・と
の
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は

「
実
質
収
支
」、「
経
常
収
支
比
率
」、「
起
債
制
限

比
率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」
な
ど
の
財
政
指

標
に
よ
り
分
析
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
当
初

「
財
政
状
況
分
析
に
は
決
算
統
計
が
あ
る
で
は

な
い
か
」、「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
・
開
示
し

た
と
こ
ろ
で
、
財
政
状
況
が
理
解
さ
れ
る
の
か
」

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

す
る
意
義
が
い
ま
一
つ
理
解
で
き
ず
、
ま
た
、

発
生
主
義
・
複
式
簿
記
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識

が
な
い
た
め
、
作
成
に
ど
れ
程
の
業
務
負
荷
が

あ
る
の
か
な
ど
、
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
折
し
も
、
夕
張
市
の
財
政
問
題
が
発
覚

し
、
単
式
簿
記
・
現
金
主
義
会
計
に
も
と
づ
く

情
報
で
は
、
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
の
関
係
や
資
産

と
負
債
の
関
係
が
充
分
に
は
把
握
で
き
な
い
と

い
う
従
来
か
ら
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
問
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
か
の
よ

う
な
雰
囲
気
に
も
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、「
な
ぜ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
る
の

か
」、「
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
ど
う
果
た
し
て

い
く
か
」
私
を
含
め
研
究
会
メ
ン
バ
ー
も
、
公
会

計
へ
取
り
組
む
姿
勢
、
方
向
性
が
見
え
た
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
2
回
の
研
修
会
は
、（
株
）
ナ
カ
チ
公
会

計
研
修
所
代
表
取
締
役
公
認
会
計
士
　
鵜
川

正
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
初
歩
的
・
基
本
的
な

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
の
意
味
及
び
官
庁

会
計
に
導
入
す
る
必
要
性
」
と
題
し
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な

ど
を
含
め
た
「
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」の

作
成
の
重
要
性
と
、「
事
業
別
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」の
作
成
に
よ
り
、
組

織
活
動
を
会
計
数
値
で
表
わ
し
、
経
営
責
任
の

あ
り
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の

コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
行
政
活
動（
ス
ト
ッ
ク
情

報
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ
、
行
政
コ
ス
ト
情
報
）の

状
況
を
毎
期
適
確
に
捉
え
て
明
ら
か
に
す
る

「
機
能
す
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
が
、
行
財
政
改
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革
の
推
進
に
も
繋
が
る
も
の
と
の
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
事
業
別
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
」に
つ
い

て
は
、
全
事
業
を
対
象
と
す
る
た
め
に
は
、
シ

ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
東
京
都
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
も
含

め
、
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
の
機
能
を
付

与
し
た
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
に
、
22
億
円

も
の
巨
費
を
投
じ
ま
し
た
が
、
小
規
模
自
治

体
に
お
い
て
費
用
対
効
果
が
あ
る
の
か
疑
問

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
担
当
職
員
の
手
作
業
に
よ
る
事
業
別
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

第
3
・
4
回
の
研
修
会
は
、
大
月
市
立
大
月

短
期
大
学
簿
記
専
任
講
師
　
永
岩
尊
暢
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
簿
記
の
基
本
を
理
解
し
、
公

会
計
制
度
の
本
質
を
探
る
」
と
題
し
開
催
し

ま
し
た
。「
複
式
簿
記
」で
は
、
1
つ
の
取
引
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
原
因
と
結
果
の
両
面
か
ら
捉

え
、
二
面
的
に
記
録
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

資
産
の
動
き
や
損
益
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、「
発
生
主
義
」は
、
現
金
の
収
支
に
か
か
わ

ら
ず
、
資
産
の
移
動
や
収
益
・
費
用
の
発
生
事

実
に
基
づ
き
記
録
し
て
い
く
と
い
っ
た
、
複
式
簿

記
・
発
生
主
義
会
計
の
初
歩
的
・
基
本
的
な
内

容
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
研
修
と
は
違
う
、

演
習
を
交
え
な
が
ら
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
職
員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
公
会
計
制
度
や
簿
記
に
つ
い
て
の

高
い
関
心
が
伺
え
、「
非
常
に
有
意
義
な
研
修

で
あ
っ
た
」
と
全
て
の
参
加
者
が
回
答
す
る
と

い
う
、
今
ま
で
に
な
い
反
応
が
あ
っ
た
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
4
回
の
研
修
会
を
終
え
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
見
ま
す
と
、「
こ
れ
ま
で
の
研
修

会
に
出
席
し
、『
行
財
政
運
営
』か
ら『
行
財
政

経
営
』へ
と
、
行
政
に
経
営
的
な
視
点
を
取
り

入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
」
と
多
く
の
職
員
が
答

え
る
な
ど
、
意
識
改
革
が
図
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
と
同
時
に
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
の

意
識
改
革
の
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

市
民
へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

2

地
方
自
治
体
の
行
財
政
運
営
に
市
民
の
厳

し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
中
、
市
民
の
理
解

と
協
力
（
協
働
）
を
得
な
が
ら
健
全
化
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
積
極
的
に
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
れ
に
は
、
他
団
体
と
比
較
可
能
な
指
標
な

ど
を
用
い
、
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
ど
の
よ
う
に

改
善
し
て
い
く
か
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
都
留
市
公
会
計
制
度
導
入
調
査
研
究
会
」

で
は
、
他
市
町
村
と
の
比
較
を
分
析
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
す
る
た
め
、
総
務
省
方
式
に
よ
る
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」、「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
都
留
市

財
政
分
析
」
に
よ
り
、
県
内
で
は
い
ち
早
く
他

市
と
の
比
較
に
よ
る
各
表
の
分
析
を
行
い
ま
し

た
。
次
い
で
、
第
２
回
研
修
会
講
師
の
鵜
川
氏

の
助
言
に
よ
り
、
特
別
会
計
の
み
な
ら
ず
、
第

三
セ
ク
タ
ー
な
ど
出
資
法
人
を
も
含
め
た
「
連

結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
る
都
留
市
全
体
の
分

析
」の
作
成
、
第
１
回
研
修
会
講
師
の
小
西
氏

の
助
言
に
よ
り
「
決
算
統
計
に
よ
る
都
留
市
財

政
の
分
析
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
決
算
統

計
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
財
政
健
全
性
分
析
と
し

て
「
資
金
繰
り
」
と
「
償
還
能
力
」
指
標
に
よ
る

分
析
を
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
民
に
分

か
り
や
す
い
資
料
と
し
て
、
市
の
財
政
状
況
を

家
計
簿
に
例
え
、
身
近
な
事
柄
で
財
政
を
表
現

し
た「
一
目
で
分
か
る
都
留
市
財
政
の
す
が
た
」

を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
き
ま
し
た
。

公
会
計
制
度
導
入
と
今
後
の
取
組
3

先
進
自
治
体
の
視
察
や
講
演
会
へ
の
参
加
、
４

回
の
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、「
都
留
市
公
会
計

制
度
導
入
調
査
研
究
会
」の
報
告
書
が
平
成
19

年
３
月
に
ま
と
め
ら
れ
、
市
全
体
の
分
析
だ
け

で
は
な
く
、
個
別（
事
業
別
・
施
設
別
な
ど
）行
政

コ
ス
ト
計
算
書
な
ど
の
分
析
の
必
要
性
と
、
そ
の

分
析
結
果
を
行
政
評
価
や
指
定
管
理
者
制
度
な

ど
の
参
考
資
料
と
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
結
論
付
け
ら
れ
、
平
成
19
年
度
よ
り
、
個
別

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
作
成
、
企
業
会
計
的
な
手

法
と
し
て「
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析（
活
動
基
準
原
価
計
算
）」

を
同
時
に
行
い
な
が
ら
、
行
政
評
価
へ
の
反
映
、

費
用
対
効
果
の
検
証
、
原
価
管
理
、
業
績
管
理

な
ど
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
個
別
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
コ
ス
ト
と
行
政
活
動

の
効
果
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
る
行
政
活
動
の

効
率
性
の
検
討
が
、
資
産
の
将
来
に
亘
る
有
効

活
用
を
含
め
た
長
期
的
な
コ
ス
ト
意
識
を
醸
成

す
る
こ
と
に
繋
が
る
資
料
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
の
参
考
資

料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
現
在
の

施
設
使
用
料
が
妥
当
な
の
か
を
検
討
す
る
と
き

に
、
人
件
費
や
減
価
償
却
費
を
含
め
た
コ
ス
ト

が
、
現
在
の
維
持
管
理
経
費
な
ど
の
額
を
上
回

る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
施
設
使
用
に
あ
た
り

利
用
者
が
負
担
す
べ
き
と
考
え
て
設
定
さ
れ
た

使
用
料
で
は
足
り
ず
、
不
足
分
は
税
金
を
投
入

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
文
化
振
興
を
進
め
る
た
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め
に
は
必
要
な
経
費
と
考
え
る
の
か
、
市
全
体
や

他
市
町
村
と
比
較
す
る
な
ど
し
て
結
果
を
公
表

す
る
こ
と
で
、
市
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
公
平

性
に
か
け
る
金
額
と
判
断
す
れ
ば
料
金
の
改
定

も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

民
間
で
は
事
業
を
行
う
前
に
コ
ス
ト
を
先
に
考

え
ま
す
。
行
政
も
こ
の
意
識
付
け
が
必
要
で
あ

り
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
」は
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を

更
に
掘
り
下
げ
、
活
動
単
位（
詳
細
な
業
務
単

位
）ご
と
に
行
政
活
動
を
対
比
さ
せ
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
の
見
直
し
を
図
る
も
の
で
、
業
務
フ

ロ
ー
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
図
書
館
の
督
促
業
務
に
、
１
件
１
５

０
０
円
も
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
Ａ
Ｂ

Ｃ
分
析
に
よ
り
分
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
督
促
を
減
ら
せ
る
か
と
考
え
、
貸
出
禁
止

を
設
定
す
る
な
ど
の
検
討
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
借
り
た
い
本
が
い
つ
で
も
あ
る
評
判

の
良
い
図
書
館
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。

進
む
べ
き
行
財
政
の
姿

4

地
方
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
定
員
管
理
な
ど
に
よ
り
、
職
員
の
減

員
が
図
ら
れ
る
一
方
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
・
複
雑
化
、
地
方
分
権
に
よ
る
業
務
増
加
な

ど
、
今
後
職
員
に
対
す
る
負
担
は
増
す
ば
か
り

で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
の
質
や
効
率
性
を
高

め
る
に
は
、
公
会
計
制
度
導
入
に
よ
る
コ
ス
ト

の
正
確
な
把
握
と
と
も
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
と
リ
ン
ク
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。

都
留
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
会
計
制
度
導

入
の
成
果
は
、
最
終
的
に
は
市
民
が
享
受
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
、「
行
政
評
価
」
と

「
公
会
計
制
度
」
が
相
互
に
連
携
し
た
行
財
政

の
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「資金繰り」と「償還能力」指標による財政分析 

　都留市は平成３年から６年までは健全財政の状

況でしたが、現在の財政状況を「資金繰り」と「償

還能力」の両面で捉えると、「償還能力」はあるが「資

金繰り」は厳しい状況であることが分かります。特

に平成９年度からは資金繰り能力が低下し、左側

において推移しています。 

　このことから、当面の資金繰りは厳しいが、償還

財源は確保できていますので、今後は投資を抑制し、

債務償還のピークが過ぎ、負債が減ると財政状況

は好転するので、しばらくは辛抱が必要であり、多

少の借入金を行って資金繰りをつけることは可能

であると分析されます。また、償還能力からいうと、

地方債発行の協議制のもとでの事業への起債の

充当率を高めるための“不同意債”の発行も可

能であると分析できますが、起債制限比率や実質

公債費比率などの指標により起債の発行に制限

がありますので、これらの指標に注意しつつ発行

可能額の分析により、中長期の財政見通しを立て

ていく必要があります。 
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平
成
16
年
10
月
、
平
成
18
年
8
月
と
2
回
の

合
併
を
経
験
し
た
本
市
で
は
、『
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ

ネ
、
情
報
を
効
果
的
に
活
用
し
、
ス
リ
ム
で
魅
力

的
な
市
政
を
実
現
す
る
』
た
め
、「
定
員
適
正
化

計
画
の
実
施
」「
市
税
の
徴
収
強
化
」「
事
務
事
業

の
再
編
整
理
」「
公
共
施
設
運
営
の
見
直
し
」
を

柱
と
し
た
行
財
政
改
革
を
集
中
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

予
算
編
成
は
、
経
常
的
な
経
費
を
抑
制
し
、

よ
り
市
民
満
足
度
の
高
い
事
業
に
財
源
を
重
点

的
に
配
分
す
る
枠
配
分
方
式
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
月
次
予
算
・
月
次
決
算
の
仕
組
み

を
構
築
し
、
P
D
C
A
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
を
活
用
・
管
理
し
て
、
翌
月
の
行
動
計
画
を

立
て
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
行
政
評
価
を
導
入
し
、
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
選
択
的
・
集
中
的
に
投
入
す
る
効

果
的
で
効
率
的
な
市
政
に
転
換
す
る
こ
と
で
、

第
1
次
総
合
計
画
「
ふ
え
ふ
き
協
奏
曲
第
1
番
」

に
掲
げ
る
「
み
ん
な
で
奏
で
る
〝
に
ぎ
わ
い
・
や

す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
〞
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
発
生
主
義
会
計
の
導
入
を
図
り
、
市

の
財
政
状
態
や
業
績
を
適
切
に
わ
か
り
や
す
く

開
示
し
、
現
状
の
姿
に
対
し
て
、
市
民
、
議
会
、

監
査
委
員
等
に
よ
る
監
視
機
能
を
充
実
さ
せ
、

自
治
体
経
営
の
意
思
決
定
に
必
要
な
財
政
情
報

に
お
け
る
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
公
会
計
改
革
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

従
来
の「
行
政
運
営
」で
は
な
く
「
行
政
経
営
」

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
歳
出
歳
入
の
徹
底
し

た
見
直
し
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
全
な
行
政
経
営
に
向
け
て 
特集 

笛
吹
市
　
財
政
課 

貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

H
18
年
度
普
通
会
計

1

自
治
体
の
貸
借
対
照
表
は
、
こ
れ
ま
で
に
形

成
し
た
財
産
（
土
地
、
建
物
、
貯
金
等
）
の
額

と
、
そ
の
た
め
に
使
っ
た
お
金
や
借
金
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
を
一
つ
の
表
か
ら
読
み
取
れ
る

よ
う
に
し
た
も
の
。
あ
る
時
点
（
年
度
末
）
で

の
、
自
治
体
の
ス
ト
ッ
ク
（
残
高
）
を
表
し
て

い
ま
す
。
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【
分
析
結
果
】

・
H
18
年
度
末
の
笛
吹
市
の「
資
産
」
は
1
3
6

8
億
円
（
前
年
度
1
1
7
4
億
円
）、「
負
債
」

は
3
8
6
億
円
（
前
年
度
3
5
3
億
円
）
、

「
純
資
産
」
は
9
8
2
億
円
（
前
年
度
8
2
1

億
円
）で
、「
資
産
」「
負
債
」「
純
資
産
」
と
も

に
増
加
し
て
い
る
（「
資
産
」
と
「
純
資
産
」の

増
加
の
原
因
は
、
H
18
年
度
に
固
定
資
産
の

耐
用
年
数
を
見
直
し
た
こ
と
に
伴
う
評
価

増
に
よ
る
も
の
）。

・「
有
形
固
定
資
産
」
が
1
1
8
7
億
円
あ
り
、

施
設
や
道
路
の
維
持
管
理
等
に
か
か
る
経

常
的
な
コ
ス
ト
が
将
来
の
財
政
運
営
を
圧
迫

す
る
原
因
と
な
り
得
る
。

・「
市
税
等
未
収
金
」
が
約
21
億
円
減
少
し
て

い
る
（
H
18
年
度
か
ら
総
務
省
方
式
改
定
モ

デ
ル
の
準
用
に
よ
り
、
不
納
欠
損
見
込
額
を

計
上
し
た
こ
と
が
原
因
）。

次
に
、企
業
の
経
営
分
析
の
手
法
を
用
い
て
、

財
政
の
安
全
性
を
判
断
す
る
。

平
成
21
年
度
に
な
る
と
、
自
治
体
の
財
務

諸
表
が
公
表
さ
れ
全
国
の
自
治
体
間
の
格
付

け
が
始
ま
る
よ
う
に
な
る
。
資
金
調
達
を
少

し
で
も
有
利
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
財
務

諸
表
を
健
全
に
保
つ
努
力
が
必
要
で
す
。

「
非
効
率
な
資
産
の
処
分
（
売
却
、
貸
付
、

用
途
転
換
等
）
に
よ
る
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と

「
新
た
な
借
金
抑
制
に
よ
る
負
債
の
圧
縮
」
及

び
「
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
整
備
等
基

金
等
の
積
み
増
し
」
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、

将
来
の
財
務
状
況
が
悪
化
し
な
い
よ
う
注
視

し
て
い
き
た
い
。

・
前
年
度
と
比
べ
て
「
一
般
財
源
比
率
」
及

び
「
自
己
資
本
比
率
」
が
改
善
し
、
資
金
調

達
の
自
立
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
「
流
動
比
率
」
が
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

短
期
的
な
支
払
不
能
に
陥
る
心
配
は
な
い
。

・
「
固
定
比
率
」
が
基
準
を
超
え
て
い
る
が
、

「
固
定
長
期
適
合
率
」
が
基
準
内
に
あ
り
、

長
期
的
な
支
払
能
力
も
支
障
は
な
い
。

・
「
現
在
ま
で
の
世
代
に
よ
る
社
会
資
本
負

担
比
率
」
は
基
準
内
だ
が
、「
後
世
代
に
よ

こ
れ
を
、
住
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
左
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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資
金
収
支
計
算
書
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
）

H
18
年
度
普
通
会
計

2

資
金
収
支
計
算
書
は
、
１
年
間
の
お
金
の

流
れ
の
状
況
を
表
す
も
の
。
歳
入
歳
出
決
算

書
を
活
動
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
資
金
調
達
の
源
泉
と
資

金
の
流
れ
を
明
確
に
し
ま
す
。
お
金
の
流
れ

と
ス
ト
ッ
ク
を
意
識
し
た
行
政
経
営
を
行
う

こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
黒
字
倒
産
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

【
分
析
結
果
】

H
18
年
度
に
「
歳
計
現
金
」
が
2
・
96
億
円

減
少
し
て
い
る
が
、「
期
末
の
歳
計
現
金
」
は

11
・
05
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
行
政
事
務
活
動
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
Ｃ
Ｆ
）

流
動
負
債
比
率
」
が
1
0
0
％
を
超
え
て
い

る
た
め
、
短
期
的
な
資
金
の
流
れ
は
適
切
な

状
態
で
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

る
社
会
資
本
負
担
比
率
」
が
基
準
を
超
え
、

将
来
の
返
済
分
が
経
営
を
圧
迫
す
る
危
険
性

が
あ
る
。

・
「
固
定
資
産
老
朽
化
率
」
が
22
％
と
低
く
、

当
面
は
大
規
模
改
修
等
の
費
用
が
財
政
圧
迫

の
要
因
と
は
な
ら
な
い
が
、「
手
許
資
金
手

当
率
」
が
1
0
0
％
未
満
で
あ
り
、
将
来
の

大
規
模
改
修
や
建
替
え
に
備
え
て
基
金
を
積

み
増
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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【
分
析
結
果
】

・
本
市
の
行
政
コ
ス
ト
を
目
的
別
に
み
る
と
、

「
福
祉
」
が
72
・
4
億
円
で
最
も
多
く
、
以
下
、

「
総
務(

48
・
9
億
円)

」、「
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
国

土
保
全(

30
・
8
億
円)

」
と
な
っ
て
い
る
。
性

質
別
に
み
る
と
、「
移
転
支
出
的
コ
ス
ト
」
が

93
・
8
億
円
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
上
・

下
水
道
や
介
護
・
国
保
及
び
老
保
事
業
等
の

特
別
会
計
へ
の「
繰
出
金
」
と
社
会
補
償
給
付

等
の
「
扶
助
費
」
に
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

・
行
政
コ
ス
ト
の
財
源
調
達
方
法
と
し
て
は
、

自
主
財
源
で
あ
る
「
市
税
」
が
85
・
1
億
円
で

最
も
多
い
も
の
の
、「
地
方
交
付
税
（
75
・
2
億

円
）」
や
「
経
常
補
助
金
（
29
・
6
億
円
）」
等
の

依
存
財
源
も
多
く
、
国
や
県
の
制
度
改
正
等

の
影
響
を
受
け
や
す
い
不
安
定
な
財
源
構
成

と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
住
民
一
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
を

他
市
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
る
団

体
）
と
比
較
し
て
み
る
。

・
本
市
で
は
、
住
民
一
人
当
た
り
34
・
4
万
円

の
行
政
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。
一
般
的

に
、
住
民
一
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
は
人

口
規
模
と
反
比
例
す
る
が
、
本
市
の
住
民
一

人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
は
、
人
口
5
・
3

万
人
の
富
士
吉
田
市
よ
り
割
高
で
あ
る
。

・
性
質
別
行
政
コ
ス
ト
の
構
成
比
率
を
他
市
と

比
べ
て
み
る
と
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
繰

出
金
」
の
割
合
が
高
く
、「
補
助
費
」
の
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
「
扶
助
費
」

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
自
主
財
源
で

あ
る
「
市
税
」
収
入
を
確
保
し
て
い
く
と
と

も
に
、
水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
等
の
特
別
会
計
の
経
営
改
善

を
図
る
こ
と
に
よ
り
「
繰
出
金
」
の
抑
制
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動

計
算
書

H
18
年
度
普
通
会
計

3

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
税
金
等
を
財
源

と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
う
ち
、
資
産
形
成

に
つ
な
が
る
も
の
を
除
く
。）
が
効
率
的
に
提

供
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
コ
ス
ト
と
い

う
側
面
か
ら
分
析
す
る
も
の
で
す
。

財
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
単
年
度
の
行

政
コ
ス
ト
が
ど
の
分
野
に
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
経
過
と 

新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応 
特集 

 市
川
三
郷
町
　
財
政
課 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
導
入
経
緯

1

平
成
18
年
６
月
頃
よ
り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
た
夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
契
機

に
、
町
の
財
政
状
況
、
特
に
町
の
資
産
規
模
や

公
債
費
等
の
負
債
の
状
況
に
つ
い
て
高
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
18
年
度
に
策
定

さ
れ
た
市
川
三
郷
町
第
１
次
総
合
計
画
の
検
討

過
程
に
お
い
て
、「
貸
借
対
照
表
（
以
下
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
い
う
。）
作
成
に
よ
る
財

政
運
営
の
透
明
性
向
上
」
が
計
画
案
に
盛
り
込

ま
れ
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
る
財
政

状
況
の
公
表
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
経
過

2

こ
の
た
め
、
平
成
18
年
9
月
よ
り
総
務
省
方

式
に
よ
る
平
成
17
年
度
版
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作

成
に
着
手
し
ま
し
た
。

9
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
各
種
明
細
書
及
び
集
計
表（
旧
自
治
省
作
成
）

に
、
地
方
財
政
状
況
調
査
（
以
下
「
決
算
統
計
」

と
い
う
。）の
投
資
的
経
費
に
関
す
る
デ
ー
タ

（
昭
和
44
〜
平
成
17
年
度
分
）の
入
力
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
段
階
が
、【
資
産
の
部
】1．

有
形

固
定
資
産
、【
正
味
資
産
の
部
】1．

国
庫
支
出

金
及
び
2．

都
道
府
県
支
出
金
の
対
応
に
な
り

ま
す
（
以
下
表
1
参
照
）。

平
成
19
年
1
月
か
ら
2
月
中
旬
に
か
け
て
、

平
成
17
年
度
決
算
統
計
及
び
決
算
書
を
基
に
、

【
資
産
の
部
】2．

投
資
等
、
3．

流
動
資
産
、

【
負
債
の
部
】
1．

固
定
負
債
（
1
）
地
方
債
、

2．

流
動
負
債
に
つ
い
て
、
別
途
計
算
が
必
要

な
箇
所
を
除
い
て
、
数
値
を
転
記
し
ま
し
た
。

次
に
、【
資
産
の
部
】2．

投
資
等
（
4
）
退
職
手

当
組
合
積
立
金
、【
負
債
の
部
】1．

固
定
負
債

（
3
）
退
職
給
与
引
当
金
に
つ
い
て
、
別
途
計
算

の
う
え
算
定
し
ま
し
た
。
以
上
が
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
へ
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

2
月
中
旬
か
ら
2
月
下
旬
に
か
け
て
、
広
報

誌
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
文
面
等
の

作
成
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
理
解
す
る
う
え
で
、
山
梨
県
職
員
研
修
所

主
催
の
「
政
策
財
務
入
門
研
修
」
が
非
常
に
参

考
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
受
講
さ
れ
る
こ

と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応

3

本
町
で
は
新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
対
応

を
検
討
す
る
う
え
で
必
要
な
項
目
を
い
く
つ
か

挙
げ
て
み
ま
し
た
。

○
作
成
方
式
の
選
択
（
基
準
モ
デ
ル
、
総
務
省

方
式
改
定
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
か
）

○
固
定
資
産
の
算
定
と
台
帳
の
整
備
（
特
に
売

却
可
能
資
産
へ
の
取
り
組
み
）

○
ベ
ン
ダ
ー
等
の
作
成
ソ
フ
ト
の
導
入
（
事
務

処
理
の
簡
略
化
）

（
平
成
20
年
度
か
ら
公
会
計
整
備
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
（
包
括
算
定

経
費
）に
よ
り
適
正
に
財
政
措
置
さ
れ
る
予

定
）

○
公
表
期
限
ま
で
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作

成（
普
通
会
計
に
公
営
事
業
会
計
等
を
含
め
た
　

地
方
公
共
団
体
全
体
、
更
に
一
部
事
務
組
合

等
を
含
め
た
連
結
へ
の
取
り
組
み
）

む
　
す
　
び

4

財
政
状
況
の
公
表
に
関
し
て
は
、
新
地
方
公

会
計
制
度
と
併
せ
て
財
政
健
全
化
法
に
関
す
る

指
標
へ
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
平
成
20
年
度
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
本
町
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
を
始
め

て
2
年
と
期
間
が
短
く
、
財
政
状
況
の
公
表
や

活
用
方
法
等
に
関
し
て
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
財
政
状
況
の
公
表
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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公
会
計
制
度
改
革
へ
の
取
り
組
み 

遠
藤
　
　
基 
特集 

身
延
町 

財
政
課 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公
開

1

平
成
16
年
9
月
に
三
町
（
旧
下
部
町
・
旧
中

富
町
・
旧
身
延
町
）
が
合
併
し
た
本
町
で
は
、

開
か
れ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
新
町
建
設
計
画
等
を
掲
げ
、
合
併
以
前

か
ら
住
民
説
明
を
十
分
に
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
新
町
と
し
て
住
民
に
理
解
さ

れ
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
財
政
状
況

の
開
示
が
不
可
欠
と
判
断
し
、
平
成
17
年
度
決

算
に
併
せ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
及
び
公
開

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

作
成
に
先
立
ち
、
積
極
的
に
情
報
開
示
を
し

て
い
る
先
進
的
な
地
方
自
治
体
の
情
報
収
集
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
本
町
と
し
て
は

「
総
務
省
方
式
」
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
自
体
は
「
総

務
省
方
式
」
で
あ
れ
ば
、
市
販
の
ソ
フ
ト
を
購

入
す
る
こ
と
で
そ
れ
ほ
ど
手
間
も
掛
か
ら
ず
仕

上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
自
治
に
精
通

し
て
い
る
は
ず
の
職
員
で
あ
っ
て
も
出
来
上
が

っ
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
見
方
（
内
容
）
が
解

ら
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
し
た
。
町
職
員
が

見
当
の
つ
か
な
い
も
の
を
住
民
が
は
た
し
て
理

解
で
き
る
の
か
非
常
に
疑
問
で
し
た
。
と
に
か

く
、
複
雑
な
財
務
書
類
を
公
開
す
る
よ
り
簡
潔

明
瞭
で
解
り
や
す
く
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、

表
の
中
に
注
釈
を
入
れ
、
用
語
の
解
説
を
詳
細

に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
町
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
、「
広
報
み
の
ぶ
」
に
単
年
度
決
算

の
状
況
と
併
せ
て
（
別
表
参
照
）
掲
載
し
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
単

年
度
決
算
の
状
況
と
同
時
に
公
開
す
る
こ
と

で
、
1
年
間
の
歳
入
歳
出
の
状
況
と
現
在
の
資

産
と
負
債
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
、
一
見

し
て
示
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

地
方
公
会
計
制
度
へ
の
取
り
組
み

2

こ
の
よ
う
に
、
町
財
政
状
況
住
民
説
明
の
一

環
と
し
て
情
報
開
示
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
平
成
19
年
10
月
に
は
「
公
会
計
の
整
備
推

進
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
が
総
務
省
か
ら
全

地
方
自
治
体
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
「
新
地
方
公
会
計
制
度
」
に
お
い
て
全
地

方
自
治
体
は
、
可
能
な
形
式
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

整
備
と
財
務
諸
表
（
財
務
4
表
）
を
作
成
し
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
を
受
け
て
本
町
と
し
て
も
、
新
公
会
計
制
度

に
対
し
て
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
活
か
し
な
が

ら
対
応
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
①
新
公
会
計
制
度
に
対
応

で
き
な
い
既
存
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
。

②
財
務
4
表
作
成
手
段
と
し
て
、
本
町
に
と
っ

て
初
期
投
資
を
あ
ま
り
必
要
と
せ
ず
、
今
ま
で

ど
お
り
決
算
統
計
数
値
を
組
み
替
え
る
か
た
ち

で
財
務
諸
表
を
作
成
で
き
る
「
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
」
又
は
発
生
主
義
と
複
式
簿
記
の
考

え
方
を
全
面
に
取
り
入
れ
た
「
基
準
モ
デ
ル
」

の
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
。
と
い
う
2
つ
の
問

題
解
決
で
す
。

【
①
に
対
す
る
取
り
組
み
】

既
存
す
る
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
は
、
峡
南
6

町
で
構
成
す
る
峡
南
広
域
行
政
組
合
で
平
成
元

年
に
共
同
調
達
さ
れ
た
も
の
で
す
。
平
成
19
年

12
月
に
は
、
構
成
す
る
6
町
の
財
政
担
当
者
に

よ
り
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
更
新
の
方
向
性
を
見

出
し
、
更
新
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
日
常
の
財
務
会
計

処
理
及
び
新
公
会
計
制
度
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整

備
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
6
町
の
共
通
課

題
と
し
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。

【
②
に
対
す
る
取
り
組
み
】

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
町
で
は
平
成
17
年

度
決
算
か
ら
「
総
務
省
方
式
」
で
財
務
諸
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
総
務

省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」
に
移
行
し
て
い
け
ば
そ

れ
ほ
ど
無
理
な
く
財
務
４
表
は
作
成
で
き
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
後
の
動
向
と
し
て
公
会

計
は
、
単
式
簿
記
と
複
式
簿
記
を
併
用
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
発
生
主
義
と
複
式

簿
記
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た「
基
準
モ
デ
ル
」

へ
の
移
行
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
り
組
む
予

定
で
す
。
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本
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
は
、
住
民

に
わ
か
り
や
す
い
財
政
指
標
を
念
頭
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
新
公
会
計
制
度
に
よ
り
総
務

省
の
定
め
る
公
表
期
日
ま
で
に
示
す
べ
き
財
務

４
表
に
つ
い
て
も
、
初
期
の
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

3

町
の
決
算
は
、
１
年
間
の
資

金
の
出
入
り
（
歳
入
歳
出
）
を

示
す
方
法
の
た
め
、
そ
の
年
度

に
よ
る
収
支
は
明
確
に
な
り
ま

す
が
、
町
の
資
産
や
負
債
に
関

す
る
内
容
が
明
ら
か
に
な
ら
な

い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

財
政
状
況
を
説
明
す
る
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
昨
年
度
か

ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、

民
間
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

と
は
異
な
り
、「
資
本
」
の
概
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
で
い
う

「
資
本
」
は
、
自
治
体
で
は
「
正

味
資
産
」
と
表
現
し
、
今
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
た
金
額
と
し

て
捉
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
町
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
、
年
度
末
に
お
け

る
町
の
資
産
（
財
産
）、
負
債

（
将
来
の
世
代
の
負
担
）、
そ
の

差
額
で
あ
る
正
味
資
産
（
今
ま

で
の
世
代
に
よ
る
負
担
）
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
対
象
会

計
は
、
普
通
会
計
（
一
般
会

計
＋
青
少
年
自
然
の
里
特
別
会

計
）
で
、
国
民
健
康
保
険
や
簡

易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
な

ど
の
特
別
会
計
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
の

基
礎
数
値
は
、
昭
和
44
年
度
か

ら
平
成
18
年
度
ま
で
の
地
方
財

政
状
況
調
査
（
決
算
統
計
）
の

デ
ー
タ
を
基
礎
に
、
総
務
省
の

統
一
基
準
に
よ
っ
て
作
成
し
ま

し
た
。

町の財政状況 

バランスシートを公開します 
町の財政状況 

バランスシートを公開します 

借　　　方 貸　　　方 

負　　　債 
（地方債、退職給与引当金等） 

正味資産 
（国庫支出金、県支出金、一般財源） 

資　　　産 
（土地、建物、基金、現金等） 

資
金
を
ど
の
よ
う 

に
調
達
し
た
か
？ 

資
金
を
何
に 

使
っ
た
か
？ 

バランスシートの見方 

情報公開の様子（広報みのぶより）
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平成18年度　身延町のバランスシート　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※債務負担行為に関する情報　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　　 0千円
②債務保証及び損失補償に係るもの　　　　 0千円　
③利子補給等に係るもの　　　　　　 12,807千円

○【資産の部】･･･一会計年度を越えて地方公共団体の経営資源として用いられ
ると見込まれるものです。
○有形固定資産･･･これまでに取得した土地や整備した道路・施設等のことで、
「総務費」などの行政目的別に区分して表示します。昭和44年度以降の決算統
計上の普通建設事業費（庁舎、道路・橋梁、学校等の建設事業に要する投資
的経費）の累計をもって取得原価とし、土地以外の有形固定資産は庁舎、道
路等の区分毎に設定された耐用年数により定額法による減価償却を用い算出
します。
○投資及び出資金･･･自治体に関係する団体等への出資金及び出捐金です。
○貸付金･･･修学資金などの貸付残高です。
○基金･･･特定の目的のために積み立てられた基金の残高です。
○現金・預金･･･流動性の高い基金である「財政調整基金」及び「減債基金」と、
普通会計決算における歳入歳出差引額の「歳計現金」に分けて計上します。

○未収金･･･町税や使用料等の収入未済額です。

○【負債の部】･･･将来において、支払いや返済の義務を有するものです。支払
い期日が１年を超える「固定負債」と、翌年度以内に返済する「流動負債」
に区分します。
○地方債･･･町債残高のうち、翌年度償還予定額を除いたものです。
○債務負担行為･･･町民の負担として、将来返済することが確定したものです。
○退職給与引当金･･･年度末に全職員が普通退職した場合の退職手当総額を計上
しています。
○翌年度償還予定額･･･町債残高のうち、翌年度以内に償還する予定の金額です。
○【正味資産の部】･･･資産を形成するための財源のうち負債以外のものをいい、
「国庫支出金」「県支出金」「一般財源等」に分けて計上します。有形固定資産
の取得に充てられた「国庫支出金」「県支出金」は、有形資産の耐用年数に応
じて減価償却を行います。

用語の解説
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町民一人当たりでは･･･ 平成19年3月31日現在の住民基本台帳人口16,264人で算出（前年度比▲373人）

納めていただいた町税 
90,85 9  円 （前年度 比  3,82 2  円） 

１   固定資産 税  44,79 3  円 
（前年度 比  46 0  円） 

２   町民 税  37,68 6  円 
（前年度 比  3,00 8  円） 

３   町たばこ 税  5,22 9  円 
（前年度 比  17 5  円） 

４   軽自動車 税  1,83 6  円 
（前年度 比  8 8  円） 

５   入湯 税  1,31 1  円 
（前年度 比  9 1  円） 

６   特別土地保有 税  4  円 
（前年度 比  0  円） 

使われたお金 
686,89 5  円 （前年度 比  97,43 9  円） 

１   教育 費  141,81 3  円 
（前年度 比  35,58 7  円） 
学校建設 、 学校教育 、 社会教 
育のために 

２   公債 費  115,52 7  円 
（前年度 比  23,77 5  円） 
町の借金返済のために 

３  民生 費  114,49 8  円 
（前年度比 ▲  6,13 5  円） 
子どもや高齢者対策な ど の 
福祉のために 

６   衛生 費  60,658円 
（前年度 比  3,324円） 
保健衛生 、 ごみ対策な ど の 
ために 

４   総務 費  107,43 9  円 
（前年度 比  10,50 4  円） 
選挙 、 戸籍 、 徴税 、 町の庁舎 
管理な ど のために 

５  土木 費  61,28 0  円 
（前年度 比  9,82 0  円） 
道路や公園 、 住宅な ど の整 
備のために 

８    農林水産業 費  21,21 9  円 
（前年度比 ▲  1,07 7  円） 
農林業の振興のために 

７   諸支出 金  38,73 1  円 
（前年度 比  23,85 4  円） 
基金な ど への積立のために 

９   商工 費  9,97 9  円 
（前年度 比  1,29 1  円） 
商工業 、 観光振興のために 

町税 
14億7,773万円 
12.5％ 

分担金及び負担金 
2億1,177万円   1.8％ 

使用料及び手数料 
1億1,078万円   0.9％ 

財産収入 
1,129万円   0.1％ 

寄付金 
2,435万円   0.2％ 

繰入金 
6億2,170万円 
5.2％ 

諸収入 
4億6,554万円 
3.9％ 

地方譲与税等 
5億4,046万円 
4.5％ 

分担金及び負担金 
2億1,177万円   1.8％ 

使用料及び手数料 
1億1,078万円   0.9％ 

財産収入 
1,129万円   0.1％ 

寄付金 
2,435万円   0.2％ 

繰越金 
9億2,045万円 
7.8％ 

繰入金 
6億2,170万円 
5.2％ 

諸収入 
4億6,554万円 
3.9％ 

地方譲与税等 
5億4,046万円 
4.5％ 

地方交付税 
47億6,311万円 
40.2％ 

町債 
17億5,400万円 
14.8％ 

自主財源 
38億4,361万円 
32.4％ 

依存財源 
80億1,949万円 
67.6％ 

国庫支出金 
4億6,156万円 
3.9％ 

県支出金 
5億36万円 
4.2％ 

議会費 
9,105万円　0.8％ 

総務費 
17億4,738万円 
15.7％ 

民生費 
18億6,220万円 
16.7％ 

衛生費 
9億8,653万円 
8.8％ 土木費 

9億 
9,665万円 
8.9％ 

労働費 
2,307万円 
0.2％ 

農林水産業費 
3億4,510万円   3.1％ 

商工費 
1億6,230万円   1.5％ 

消防費 
1億4,206万円 
 1.3％ 

教育費 
23億644万円 
20.6％ 

公債費 
18億7,893万円 
16.8％ 

諸支出金 
6億2,993万円   5.6％ 

歳　入　118億6,310万円歳　出　111億7,164万円

平成18年度　町の決算
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合併コーナ ー  

住み良さランキング全国１位を目指して！！！ 
　　　　中央市総務部政策秘書課　課　長　甲田　高文 
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本
市
周
辺
地
域
は
、
平
成
15
年
8
月
に

玉
穂
町
・
昭
和
町
・
田
富
町
の
3
町
に
よ

る
合
併
協
議
会
（
任
意
）
を
設
置
し
て
合

併
協
議
を
始
め
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
7

月
に
昭
和
町
が
住
民
意
向
調
査
の
結
果
を

受
け
て
協
議
会
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

玉
穂
町
と
田
富
町
は
、
議
会
や
合
併
検

討
懇
話
会
な
ど
で
の
協
議
を
経
て
、
同
年

8
月
の
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
豊
富
村

を
加
え
た
2
町
1
村
で
合
併
協
議
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
同
年
9
月
に
玉
穂
町
・
田

富
町
・
豊
富
村
合
併
協
議
会
（
任
意
）
を

設
置
し
て
合
併
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
3
町
村
と
も
合
併
に
対
す
る
意

識
の
高
ま
り
や
必
要
性
等
を
確
認
し
合
え

た
た
め
、
同
年
11
月
に
玉
穂
町
・
田
富

町
・
豊
富
村
合
併
協
議
会
（
法
定
）
を
設

置
し
、
平
成
18
年
2
月
20
日
に
3
町
村
が

合
併
し
て
中
央
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
で
は
合
併
効
果
を
最
大
限

に
活
か
し
、
行
財
政
基
盤
の
更
な
る
強
化

や
効
率
化
、
行
政
能
力
の
向
上
を
図
り
つ

つ
、「
実
り
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」
を

将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
住
み
良
さ
ラ
ン
キ

ン
グ
全
国
1
位
を
目
指
し
て
、
住
み
た
く

な
る
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

●【
ひ
と
】
地
域
社
会
を
構
成
す
る
人

た
ち

本
市
の
人
口
は
、
平
成
19
年
1
月
1
日

現
在
３
０，

1
0
3
人
で
す
。

外
国
人
登
録
者
は
2，

2
6
8
人
で
、

人
口
の
約
7
％
を
占
め
て
お
り
、
外
国
籍

住
民
の
割
合
は
、
県
内
の
市
町
村
で
は
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
地

域
か
ら
転
入
し
て
き
た
住
民
も
多
い
こ
と

か
ら
、
市
で
は
、
市
民
と
行
政
、
市
民
同

士
の
対
話
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
の
た
め
、
毎
月
、
玉
穂
庁
舎
・
田
富

庁
舎
・
豊
富
庁
舎
で
市
長
と
市
民
の
対
話

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
間
交
流
を
促

進
す
る
た
め
、
旧
町
村
単
位
で
行
わ
れ
て

い
た
4
月
の
「
れ
ん
げ
ま
つ
り
」、
9
月

の
「
与
一
公
ま
つ
り
」、
11
月
の
「
稲
穂

ま
つ
り
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

外
国
籍
住
民
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の

多
文
化
共
生
施
策
と
し
て
は
、

情
報
の
多
言
語
化
を
は
じ
め
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る
自
治

会
放
送
や
日
本
語
教
室
の
開

催
、
市
役
所
内
へ
の
通
訳
者

(

ポ
ル
ト
ガ
ル
語)

の
配
置
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
国
籍
住
民
の
自
立
と
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
外

国
籍
住
民
参
加
の
防
災
訓
練

や
地
域
住
民
と
の
料
理
や
軽

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
た
交

流
会
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
中

央
」
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

教
育
に
お
い
て
は
、
市
の

教
育
の
基
本
を
「
ま
ご
こ
ろ
」

と
位
置
づ
け
、
生
き
る
力
を

育
む
教
育
（
生
）、
命
を
大
切

に
す
る
教
育
（
命
）、
信
頼
し

合
う
教
育
（
信
）
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

れんげまつり
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●
【
も
の
】地
域
が
培
っ
て
き
た

自
然
、
歴
史
、
文
化

旧
3
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
て
築

き
上
げ
ら
れ
た
基
盤
と
特
性
を
最
大
限
に

活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
一
体
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
癒
し
と

い
っ
た
面
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
市
は
、
山
梨
大
学
医
学
部
及
び
附
属

病
院
を
擁
し
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文

化
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
学
園
都
市
と

し
て
の
拠
点
整
備
を
進
め
、
文
化
の
香
り

豊
か
な
市
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
市
内
に
数
多
く
存
在
す
る
有
形
・

無
形
文
化
財
を
後
世
に
伝
承
す
る
た
め
の

学
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
か
ら
甲
府
盆
地
と
周
辺
の

地
域
を
結
ぶ
主
要
道
路
が
結
節
す
る
交
通

の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年

3
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
山
梨
環
状
道

路
南
部
区
間
の
開
通
に
よ
り
、
中
央
自
動

車
道
甲
府
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
中
部

横
断
自
動
車
道
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
が
容
易
に
な
り
、
高
速

交
通
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま

す
。

●
【
か
ね
】
地
域
産
業
・
経
済

市
場
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、

自
分
た
ち
の
地
域
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
連
携

し
た
経
済
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
が
自
立
し

た
地
域
づ
く
り
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
立
地
条
件
や

商
工
業
集
積
の
実
績
を
活
か
し
、
新
た
な

起
業
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
医
大
南
部

区
画
整
理
地
内
に
建
設
予
定
の
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
地
元
商
工
会
と
の

連
携
強
化
な
ど
に
よ
り
、
商
工
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
近
代
的
な
農
業
経
営
や
都
市
・
農

村
交
流
に
よ
り
、
高
収
益
型
農
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
の
農
畜
産

物
や
加
工
品
を
直
接
販
売
す
る
道
の
駅

「
と
よ
と
み
」
や
農
産
物
直
売
所
「
た
・

か
ら
」
な
ど
の
施
設
を
農
業
や
観
光
の
拠

点
と
し
て
更
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
事
業
へ
の
挑
戦
！

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
総
務
省
情
報
通
信
政
策
局
よ
り
、
健

康
観
光
I
C
T
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
【
は

じ
め
る
・
つ
づ
け
る
健
康
あ
っ
ぷ
】
の
委

託
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
の
人
口
を
年
齢
階
層
別
に
み
る

と
、
40
歳
か
ら
60
歳
代
ま
で
の
人
口
が
8
、

5
0
0
人
と
最
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
市
民

は
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
・
高
尿

酸
血
症
な
ど
、
生
活
習
慣
が
主
な
発
症
原

因
で
あ
る
生
活
習
慣
病
予
備
群
、
あ
る
い

は
既
に
生
活
習
慣
病
を
多
く
抱
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
医
療
保

険
者
に
対
す
る
医
療
費
負
担
率
改
正
に
対

し
、
市
財
政
の
健
全
化
を
図
る
に
は
、
こ

れ
ら
の
年
齢
層
に
焦
点
を
絞
り
生
活
習
慣

の
改
善
を
中
心
と
し
た
一
次
予
防
（
健
康

推
進
・
発
病
予
防
）
に
重
点
を
置
い
た
取

新山梨環状道路南部区間（区画整理スーパー街区SC建設中）

山梨大学医学部附属病院

道の駅（とよとみ）
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り
組
み
が
必
要
で
す
。

高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
、
こ
れ

に
伴
う
財
政
の
悪
化
等
の
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
関
し

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
見
を
有
す
る
山

梨
大
学
の
協
力
を
得
な
が
ら
I
C
T
の
利

活
用
に
よ
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
健
康

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
食
事
摂
取
法
、
運
動

方
法
、
生
活
改
善
指
導
、
相
談
等
）
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
組
合
を
利

用
し
、
非
日
常
的
な
環
境
に
お
け
る
I
C

T
を
利
活
用
し
た
生
活
習
慣
病
改
善
プ
ラ

ン
を
提
供
し
、
健
康
と
観
光
と
を
融
和
し

た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
、

地
域
の
活
性
化
と
市
財
政
健
全
の
全
国
モ

デ
ル
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
、
地
域
経
済
の
活

性
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
地
域
が
抱

え
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
へ
の
挑
戦

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
【
ま
と
め
】
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
1
位
を
目
指
し
て

社
会
経
済
状
況
の
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
我
が
国
の
地
域
社
会
が
、
従
来
の
成
長

化
社
会
と
は
質
的
に
異
な
る
成
熟
型
社
会

の
中
で
地
域
に
生
活
す
る
人
た
ち
が
、
元

気
に
い
き
い
き
と
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
、
「
ひ
と
」
・

「
も
の
」
・
「
か
ね
」
の
地
域
循
環
に
よ

る
、
経
営
的
な
中
央
市
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

本
市
は
、「
全
国
市
住
み
良
さ
ラ
ン
キ

ン
グ
」
に
お
い
て
、
一
昨
年
全
国
33
位
、

昨
年
32
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
住
み
良
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
１
位
を
目
指
し
、
21
世

紀
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
「
実
り
豊
か
な

生
活
文
化
都
市
」
を
市
民
一
丸
と
な
り
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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政
府
が
主
導
し
て
経
済
戦
略
を
描
き
、
人
材

開
発
に
過
剰
な
力
を
入
れ
て
、
ア
ジ
ア
新
興
工

業
国
の
優
等
生
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
。
片
や
「
借
り
た
時
間
で
、
借
り
た
場

所
で
」
と
い
わ
れ
た
植
民
地
社
会
の
中
で
、
民

間
が
資
本
を
投
下
し
、
し
た
た
か
な
ま
で
に
経

済
成
長
を
遂
げ
た
香
港
。

こ
の
２
つ
の
国
際
都
市
に
私
は
、
１
９
８
０

年
代
後
半
か
ら
90
年
代
前
半
に
か
け
て
駐
在
し

た
。
日
本
か
ら
み
れ
ば
、
住
民
の
大
半
を
中
国

系
が
占
め
る
ア
ジ
ア
の
似
通
っ
た
都
市
と
の
印

象
を
受
け
る
が
、
国
家
と
は
行
政
と
は
何
か
、

さ
ら
に
住
民
満
足
度
を
高
め
る
サ
ー
ビ
ス
と
は

ど
う
い
う
形
態
が
好
ま
し
い
の
か
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
体
験
で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
、
日
本
。
格
差
拡
大
と
人
口
減
少
が

本
格
化
し
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
に
よ
り
、
地

域
が
、
自
治
体
が
生
き
残
る
た
め
に
は
ど
う
す

べ
き
か
、
問
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
た
。

山
梨
は
、
地
域
発
展
の
潜
在
力
が
極
め
て
高

い
土
地
柄
だ
。
東
京
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
空
気
は
澄
み
、
富
士
五
湖
、

富
士
山
、
南
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
景
勝

地
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
湧
き
出
す
温
泉
な
ど
、

豊
か
な
自
然
や
景
観
に
恵
ま
れ
、
日
常
生
活
か

ら
離
れ
た
「
癒
し
」
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
に
は

格
好
の
場
所
だ
。
ま
た
、
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ス
モ
モ
な
ど
の
果
樹
、
全

国
の
約
四
割
が
県
産
と
い
わ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
の
ほ
か
、
ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
い

っ
た
質
の
高
い
地
場
産
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
、「
良
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」（
旅
行
代
理

店
）、「
県
産
品
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
が
、

名
前
と
結
び
つ
か
な
い
」（
地
元
の
人
）
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
不
足
を
指
摘
す
る
声
を
し
ば
し
ば
聞
く
。

元
気
に
な
る
素
材
を
持
つ
地
域
で
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
素
材
を
十
分
に
活
か
せ
る
か
ど
う
か
だ
。

宝
の
持
ち
腐
れ
で
は
、
も
っ
た
い
な
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
緑
豊
か
な
街
に
高
層
ビ

ル
が
立
ち
並
び
、
混
雑
、
騒
音
に
は
無
縁
で
、

町
に
は
ゴ
ミ
さ
え
も
落
ち
て
い
な
い
清
潔
感
あ

ふ
れ
る
観
光
都
市
で
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し

た
清
潔
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く

る
た
め
に
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
道
端
に
ゴ
ミ
を
棄

て
る
、
ツ
バ
を
吐
く
、
公
衆
ト
イ
レ
で
水
を
流

さ
な
い
｜
は
罰
金
。
禁
煙
、
禁
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
は
い
う
に
及
ば
ず
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
週
刊
誌
ま
で
も
が
性
的
表
現
に
対
す
る
規
制

の
観
点
か
ら
グ
ラ
ビ
ア
が
切
り
取
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
ま
で
規
制
す
る
こ
と
の
是
非
は
別
に
し
て
、

今
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
全
国
各
地
で
ブ
ー
ム
と

な
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
広
報
・

イ
メ
ー
ジ
戦
略
は
、
宮
崎
県
の
例
を
挙
げ
る
ま

で
も
な
く
、
地
域
生
き
残
り
の
た
め
に
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
私
が
勤
務
し
て
い
た
埼
玉
県
で
は
、

知
事
が
部
長
職
以
上
を
集
め
、「
記
者
に
発
表
資

料
を
出
し
て
も
掲
載
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
新
聞
掲
載
率
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
欲
し

い
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
、「
優
れ
た
広
報
活
動
」

を
県
経
営
の
中
心
に
据
え
る
考
え
を
示
し
た
。

行
政
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
成
果
主
義
の
発

想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
、
戦
術
上
必
要
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

山
梨
県
も
、
地
域
資
源
の
活
用
策
に
着
目
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
む
一
方
、
横
内
知
事
を
ト
ッ
プ
に
山
梨
の
優

れ
た
も
の
を
全
国
に
発
信
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

ア
ピ
ー
ル
、
最
終
的
に
は
県
民
の
所
得
増
や
郷

土
愛
と
誇
り
の
取
り
戻
し
実
現
を
狙
っ
た
「
産

業
活
性
化
策
」
や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
山
梨
行
動
計

画
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
県
の
旗
振
り
が
市
町
村
や
地
域
住

民
、
民
間
を
巻
き
込
ん
で
ど
こ
ま
で
浸
透
す
る

か
、
そ
し
て
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
消
費
者

に
ど
こ
ま
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
。
今
後
は
そ

の
成
果
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

国
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
も
は
や
地
域
の

発
展
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
地
域
の
生
き
残
り
に

向
け
、
県
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
市

町
村
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

（
了
）
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平成19年4月より山梨市役所から交流派遣職員として、土木部道路管理
課に配属され早1年になろうとしています。当初は新しい環境の中での仕
事に、不安や戸惑いの毎日でしたが、周囲の皆様にご指導・ご助言を頂き
ながら、どうにかここまでやってこられました。
道路管理課での自分の仕事は、道路維持担当として、県管理道路の維持

修繕事業、道路標識等の道路付属施設に関連した幅広い内容であります。
県民の方からもスピードある対応を求められていますので、毎日いい緊

張感を持って職務に励んでおります。
派遣が決まったときに、「市長から仕事面、人間関係の面、何でも全て吸

収してきなさい」と言われております。とても大変でありますが、1年を
経過し仕事内容が少しは把握できてきた気がします。
平成20年度は、自分の色を出して積極的にがんばり、1年後、一回り大

きくなって山梨市に帰れるよう、日々貴重な時間を過ごしたいと思ってお
ります。今後ともよろしくお願いします。

県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行わ
れています。今回は、市町村から県へ派遣され活躍している
皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

道路管理課

佐藤　美仁
（山梨市）

昨年4月より福祉保健部障害福祉課でお世話になり1年が過ぎようと
しています。慣れない環境と未経験の福祉の仕事、また配属後10日余
りで長男が誕生したことも重なり、当初は右往左往するばかりの日々
でしたが、周囲の皆様の丁寧なご指導、ご助言をいただき、職場にも
慣れることができました。
障害者自立支援法の下、障害者の就労支援が重要なトピックの1つと

なっています。私の担当する障害者工賃倍増計画も、授産施設の経営
支援を通じて“福祉的就労”の底上げを図るもので、現場の授産施設
の皆様をはじめ、経営コンサルタントや企業など福祉以外の分野の
方々との関わりもある貴重な経験となりました。この新規事業を任せ
られた時には驚きましたが、他の県職員の方々の業務量とスピードは
目を見張るものがあり、過渡期にある障害者施策を担う当課の業務は
想像以上に熱気に満ちた躍動的なものでした。
残り1年間、私自身も県庁の一員として少しでも“自立”し、一回り

大きくなって市役所に戻れるよう、微力ながら、気を緩めることなく
邁進したいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

障害福祉課

河野　慎治
（南アルプス市）

昨年4月より南部町から山梨県中部横断自動車道用地事務所に派

遣され、早いもので1年が経とうとしています。最初はこれまでと

全く違う環境や今まで経験したことのない用地事務という仕事に不

安もありましたが、職場の皆さんのおかげで徐々に慣れてきました。

現在、所属する総務用地課用地第一担当は、中日本高速道路株式

会社が施工する「六郷IC～増穂IC間」及び「県境～富沢IC間」と県

が施工する「六郷ICアクセス道路」の用地事務を担当しています。

中部横断自動車道は平成29年度開通予定でありますが、用地取

得が進まなければ工事に着手することはできません。1日も早く用

地が取得できるように頑張り、この用地事務所での経験を町でも活

かせるように残された期間、沢山のことを習得していきたいと思い

ます。

中部横断自動車道用地事務所

尾崎　龍次
（南部町）

昨年4月より笛吹市から観光部観光振興課に派遣され早１年が過ぎよう
としています。
当初は、職場環境の変化や今までに経験したことのない「観光」という仕
事に不安や戸惑いもありましたが、職場の上司や諸先輩方からの温かい
ご指導、ご助言をいただきながら、充実した日々を送っています。
配属されました観光振興課宣伝担当では、山梨県の魅力を全国に向け

て発信するための観光宣伝事業を中心に行っています。また、昨年の
NHK大河ドラマ「風林火山」の放送や、本年4月から6月にかけての、JR
と協働した国内最大規模の観光キャンペーン「山梨デスティネーション
キャンペーン」などにより、本県が非常に注目されている重要な時期に、
観光部の一員として職務を遂行できることに喜びを感じています。
最後になりますが、観光振興課をはじめ、関係各所の皆様、そして、こ

のような貴重な機会を与えてくださいました方々に感謝するとともに、
残された期間で少しでも多くのことを学び、今後の職務に活かせるよう
精一杯努力していきたいと思います。

観光振興課

橘田　勇貴
（笛吹市）
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平成19年4月より北杜市から交流派遣職員として、山梨県総合県税事
務所徴収部徴収第二課に配属され、早いもので1年を経過しようとして
います。
当初は、新しい環境のもと、新しい仕事に不安や戸惑いの毎日でした

が、周囲の皆様に丁寧なご指導、ご助言をたまわりながら、実りある業
務を経験させていただいております。
この1年経験させていただいたことで気が付いたことは、滞納者との

接触機会を大切にするということです。かかってきた電話一本でも、そ
の交渉次第で納税に導くことも可能ですし、臨戸し顔を見て話をするこ
とで、停滞していた案件も前に進むこともあります。また、粘り強く納
税交渉することはもちろんですが、ケースによっては、滞納処分を執行
するという手段も必要であることも分かりました。
ほんのささいなことであってもトラブルになったり、ひとつひとつの

言葉や行動、対応がいかに重要か、その緊迫性をひしひしと感じながら、
日々の業務に取り組んでいる状況です。
最後に、この1年で培った収税業務を2年目へ反映することで、県税徴

収率の向上に貢献し、安定した財源確保に尽力していきたいと思ってい
ます。そして、この経験を北杜市へ戻った際に生かせるよう、より多くの
技術を習得したいと考えております。

平成19年4月より身延町からの派遣職員として、山梨県中部横断
自動車道用地事務所に勤務して、早くも1年が過ぎようとしていま
す。派遣当初は経験したことのない用地交渉という仕事に不安があ
りましたが、仕事に携わっていくうちに、課内の方々との日常の業
務や仕事以外での交流を通すなかで、徐々にではありますが慣れて
きました。
私が現在、所属する総務用地課用地第二担当は、国が直接施行す

る（新直轄事業）「富沢IC～六郷IC」間、約28km区間の用地交渉を
しています。
中部横断自動車道は皆さんご存じのとおり、静岡県静岡市を起点

に、山梨県甲斐市を経由して長野県佐久市に至る延長約136kmの高
速自動車国道（高速道路）です。中部横断自動車道が完成すると、
北陸・上信越・中央・東海の各自動車道を相互に連結することによ
り、首都圏を大きく環状につなぎ、さらに日本海と太平洋を結ぶネ
ットワーク、「虹のかけ橋」を形成します。
現在本格的な用地交渉が始まり、着々と用地を取得しています。

中部横断自動車道が早期に完成出来る事を願い、一日も早く用地の
取得が出来るよう業務に精励していきたいと思います。

昨年4月より中北建設事務所峡北支所道路課にお世話になって、
1年が過ぎようとしています。
当初は環境の変化や様々な場面において戸惑うばかりの毎日でし

たが、皆様からのお力添えをいただきながら、楽しく勤務させてい
ただいています。
これまでも工事関係の業務は多少携わってきましたが、ここで経

験する一つ一つのことに自分の知識・経験の乏しさを痛感させられ
ます。また、立場が変わり色々と考えさせられる事もありますが、
市役所勤務では体験出来ない業務など得る事も多く、貴重な経験を
させていただいています。
道路の機能は大きく分けて交通機能と空間機能の二つがありま

す。防災・情報通信施設・ライフラインの収容ばかりでなく、地域
の特性等を考慮した景観・バリアフリーへの対応などが必要不可欠
であり、多様なニーズに応える必要があります。その重要性を考え
ながら現在は、地元並びに土地所有者のご理解ご協力を得ながら
日々業務に取り組んでいます。
最後に関係機関・各課の皆様と仕事が出来たこと並びに、貴重な

機会を与えていただいた北杜市の皆様に感謝するとともに、少しで
も多くのことを学びこの経験を活かしたいと思います。

総合県税事務所

小林　　剛
（北杜市）

中部横断自動車道用地事務所

佐野　王人
（身延町）

中北建設事務所峡北支所

日向　武彦
（北杜市）

今年の初夢は「富士山噴火」。
昨年の春に、防災対策担当として配属された時は、これほど大きく防災を

意識する毎日になるとは想像もしていませんでした。
普通に、そして安全で平和に、毎日を過ごせることに何の疑問を感じてい

ませんし、特別な知識もなく、万が一の備蓄もしていませんでした。
しかし、こちらに配属されてからは、各地で起こっている災害を目の当た

りにし、すっかり防災意識が芽生え、自宅の備えも進めるようになりました。
この担当は、地震・火山などの自然災害等を広く受け持ち、デスクワーク

以外にも、災害対応により朝方まで配備当番をやったり、大がかりな関係機
関との実働訓練や図上シミュレーション訓練などの行事を経験することがで
きたりと多彩で刺激的な毎日です。
県内だけでなく近県の方と防災を通じて交流をすることも貴重な経験です

が、それ以外にも防災と離れた分野について、沢山のことを学び経験し、視
野を広げることができ、感動しています。
今後も沢山のことを吸収し、親身に接してくださる職場の皆さんや貴重な

機会を与えて下さった皆様へのお礼の気持ちを忘れずに、残りの時間を大切
に使い、もっと成長して戻れるよう頑張りたいと思います。

消防防災課

星野　正裕
（山梨市）
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現
代
社
会
は
、
い
つ
の
間
に
か
社
会
の
隅
々
に
ま

で
情
報
化
の
網
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
私
が

物
心
つ
い
た
1
9
7
0
年
代
と
は
隔
絶
の
感
が
あ
る
。

電
気
や
水
道
、
ガ
ス
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
陸
上
、
海
上
、
航
空
な
ど
の

交
通
イ
ン
フ
ラ
、
医
療
の
現
場
や
金
融
、
流
通
業
務

な
ど
、
い
ま
や
I
T
技
術
抜
き
で
は
社
会
活
動
が
成

り
立
た
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
昨
年
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公

開
さ
れ
た
ダ
イ
ハ
ー
ド
4
で
は
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
を

標
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
リ
ス
ト
と
マ
ッ
ク
レ
ー

ン
刑
事
が
戦
っ
て
い
た
が
、
あ
の
映
画
で
は
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
標
的
と
さ
れ
た
時
の
影
響
の
大
き
さ
が
十

分
に
描
き
切
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
現

代
社
会
は
便
利
さ
と
ひ
き
か
え
に
、
世
界
の
ど
こ
か

の
1
台
の
P
C
か
ら
、
何
億
人
と
い
う
生
命
に
関
わ

る
脅
威
と
直
面
し
う
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
に
か
ぎ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し

て
も
、
I
T
技
術
に
よ
っ
て
世
界
は
驚
く
べ
き
変
化

を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
縁
血
縁
と
い
っ
た
、

濃
厚
に
し
て
限
定
的
な
人
の
つ
な
が
り
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
広
が
っ
て

い
る
。
地
球
の
裏
側
と
で
も
自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い

ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
所
々
に
生
ま
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
交
換
さ
れ
る
情
報
は
実
に
多
岐
多
様
に

わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
っ
た
新
し
い
情

報
発
信
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
半
面
で
犯
罪
の
温
床
と
な
る
危
険
性
も

有
し
て
い
る
。

話
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
行
政
の
世
界

も
こ
れ
ら
の
波
と
無
縁
で
は
な
い
。
個
人
情
報
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
、
ダ
ム
や
道
路
な
ど
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
、
税
や
介
護
な
ど
の
業

務
系
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
電
子
申
請
や
施
設
予
約
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
、
人
事
や
給
与
、

財
務
、
文
書
な
ど
組
織
の
内
部
を
統
制
す
る
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
行
政
が
日
常
業
務
を
行
う
上
で
、
今
や
シ

ス
テ
ム
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
出
勤

し
て
P
C
を
立
ち
上
げ
、
電
子
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
か
ら
業
務
を
は
じ
め
る
職
員
は
多
い
と
思

う
が
、
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
は
あ
っ
と
い
う

間
に
職
員
の
あ
い
だ
に
定
着
し
た
。
電
子
メ
ー
ル
で

担
当
業
務
に
つ
い
て
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
、
日
常

業
務
の
多
く
の
時
間
を
占
め
て
い
る
。
C
C
や
B
C

C
機
能
を
使
っ
て
情
報
を
適
時
共
有
す
る
こ
と
も
、

伝
達
会
議
の
縮
小
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
ル
ー
チ
ン

な
業
務
は
電
子
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
引
用
が
容
易
に

な
り
、
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、
幅
広
い
知
識
を
世
界
中

か
ら
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
以
前
は
苦
労
し
て
行
っ

た
情
報
収
集
な
ど
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

１
、
現
代
を
と
り
ま
く

電
子
化
社
会

２
、
電
子
化
（
情
報
化
）に
よ
る

行
政
業
務
の
変
化
に
つ
い
て
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こ
う
し
た
電
子
化
の
利
点
を
反
対
か
ら
見
て
み
る

と
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

冒
頭
書
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
へ
の
攻
撃
の

危
機
は
、
3
6
5
日
24
時
間
の
シ
ス
テ
ム
監
視
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

投
入
を
必
要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
子
化
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が

増
大
し
、
特
定
の
事
業
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
た
結
果
、
競
争
原
理
が
働
か
ず
、
相
当
な

コ
ス
ト
を
強
い
ら
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

さ
ら
に
業
務
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
で
、
業
務

手
順
や
基
本
ル
ー
ル
が
実
情
に
合
わ
せ
て
更
新
さ
れ

な
か
っ
た
り
、
知
識
が
風
化
し
た
り
す
る
恐
れ
も
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
、
紙
業
務

に
切
り
替
え
よ
う
に
も
、
シ
ス
テ
ム
が
計
算
を
全
て

行
っ
て
い
た
た
め
、
業
務
に
熟
達
し
た
職
員
が
お
ら

ず
お
手
上
げ
、
と
い
っ
た
場
合
が
な
い
と
も
か
ぎ
ら

な
い
。
業
務
を
熟
知
し
て
い
る
の
が
、
行
政
内
部
の

人
間
で
は
な
く
外
部
受
託
者
で
あ
る
と
い
う
、
組
織

と
し
て
の
土
台
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
場
合
も
出
て

く
る
。

行
政
の
電
子
化
は
、
い
わ
ば
国
策
と
し
て
強
力
に

推
進
さ
れ
て
い
る
。
平
成
19
年
1
月
に
策
定
さ
れ
た

I
T
新
改
革
戦
略
で
は
、「
世
界
一
便
利
で
効
率
的
な

電
子
行
政
」
を
標
榜
し
、「
行
政
分
野
へ
の
I
T
の
活

用
に
よ
り
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の

簡
素
化
、
効
率
化
、
高
度
化
及
び
透
明
性
の
向
上
を

図
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
打
ち
出
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
電
子
化
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
効
率
化
は
進
む
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
が
、
一
方
で
先
に
述
べ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

養
老
孟
司
氏
が
講
演
の
中
で
、「
情
報
化
と
は
す
な

わ
ち
均
質
化
で
あ
る
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
を
言

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
誰
が
そ
の

仕
事
を
行
っ
て
も
一
定
の
水
準
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
複
雑
な
物
事
を
単
純
化
し
て
い
く
工

程
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
が
情
報
化
の

意
味
で
あ
る
。

生
命
体
と
同
様
に
、
組
織
も
多
様
で
複
雑
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
強
靱
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
も

対
処
で
き
る
し
た
た
か
さ
を
持
つ
。
組
織
文
化
と
呼

べ
る
よ
う
な
懐
の
深
さ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

効
率
化
と
は
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
正
解
と
は

限
ら
な
い
。
何
で
も
か
ん
で
も
情
報
化
に
奔
る
こ
と

は
、
一
方
で
組
織
文
化
の
根
幹
を
揺
る
が
さ
な
い
と

も
限
ら
な
い
。
シ
ス
テ
ム
は
あ
く
ま
で
ル
ー
チ
ン
な

業
務
を
省
力
化
す
る
た
め
の
道
具
と
割
り
切
り
、
頭

を
つ
か
う
べ
き
要
所
に
お
い
て
は
、
あ
え
て
非
効
率

を
辞
さ
ず
行
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
行
政
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

３
、
行
政
の
電
子
化

（
情
報
化
）の
課
題

４
、
電
子
自
治
体
の

今
後
に
つ
い
て



32の やまなし 

（
固
定
資
産
の
所
有
者
が
賦

課
期
日
前
に
亡
く
な
っ
た
場

合
）固

定
資
産
の
所
有
者
A
が
賦
課
期
日

前
に
亡
く
な
り
、
B
、
C
が
相
続
し
た
と

想
定
し
ま
す
。

所
有
者
と
し
て
固
定
資
産
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
個
人
が
賦
課
期
日
前

に
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、
地
方
税
法

（
以
下「
法
」と
い
う
。）3
4
3
条
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
、
賦
課
期
日
に
お
い
て

当
該
固
定
資
産
を「
現
に
所
有
し
て
い
る

者
」が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
当
該
固
定
資
産
は
、
相
続
権
者
B
、

C
の
共
有
に
属
す
る（
民
法
8
9
8
条
）

た
め
、「
現
に
所
有
し
て
い
る
者
」は
B
、

C
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
連
帯
納
税
義

務（
法
第
10
条
の
2
第
1
項
）が
発
生
し

ま
す
。

こ
こ
で
、
連
帯
納
税
義
務
と
は
、
B
、

C
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
共
有
す
る
固
定

資
産
全
体
に
つ
い
て
の
税
額
に
納
税
義
務

を
負
っ
て
お
り
、
B
が
納
付
す
れ
ば
C
は

納
税
義
務
を
免
れ
、
C
が
納
付
す
れ
ば

B
は
納
税
義
務
を
免
れ
る
と
い
う
租
税

法
律
関
係
を
い
い
ま
す
。

以
上
よ
り
、
A
名
義
の
固
定
資
産
は

B
、
C
の
共
有
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連

帯
納
税
義
務
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。な

お
、
A
の
名
義
で
の
賦
課
処
分
は

無
効
と
な
り
ま
す
が
、
納
税
通
知
書
の

名
義
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
以
下
の
3
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
「
B
ほ
か
1
名
」の
名
義
で
B
へ
通
知

②
「
C
ほ
か
1
名
」の
名
義
で
C
へ
通
知

③
「
B
ほ
か
1
名
」で
B
へ
通
知
し
、
か

つ
、「
C
ほ
か
1
名
」で
C
へ
も
通
知

こ
こ
で
、
①
と
②
の
場
合
に
お
い
て
、

連
帯
納
税
義
務
者
に
対
す
る
税
額
確
定

の
手
続
き
は
、
連
帯
納
税
義
務
者
ご
と

に
個
別
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る（
大
阪

高
裁
、
昭
和
58
年
3
月
30
日
）た
め
、「
B

ほ
か
1
名
」で
B
の
み
へ
納
税
の
告
知
を

し
て
も
、
C
に
対
し
て
は
税
額
確
定
さ
れ

ず
、
履
行
の
請
求
の
効
果
も
生
じ
な
い
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
督
促
状
を
B
へ
送
付
し
た
と

し
て
も
C
へ
は
効
果
が
生
じ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
B
が
納
税
を
怠

っ
た
場
合
、B
へ
督
促
状
を
送
付
す
れ
ば
、

B
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
C
に
対
し
て
は
滞
納
処
分

で
き
ず
、
改
め
て
C
に
も
納
税
通
知
書

を
送
付
し
て
税
額
の
確
定
と
履
行
の
請

求
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
、
さ
ら
に
C
へ

督
促
状
を
送
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
C
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
③
に
お
い
て
、
例
え
ば
B
が
納

税
後
、
C
か
ら
も
納
税
さ
れ
た
場
合
に
、

先
に
B
が
納
税
し
た
時
点
に
お
い
て
当

該
固
定
資
産
税
は
完
納
と
な
り
ま
す
の

で
、
C
か
ら
納
税
さ
れ
た
税
額
は
誤
納

金
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
誤
納
金

に
対
し
て
は
、
還
付
加
算
金
を
つ
け
て
C

へ
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
固
定
資
産
の
所
有
者
が
賦
課
期
日
後
に

亡
く
な
っ
た
場
合
）

A
が
賦
課
期
日
後
、
納
税
通
知
書
送

達
の
前
に
死
亡
し
、
B
、
C
が
相
続
し
た

と
い
う
場
合
、
A
に
対
す
る
納
税
通
知
書

は
、
送
達
時
に
お
い
て
納
税
通
知
名
義

人
が
存
在
せ
ず
に
送
達
の
効
果
が
発
生

し
な
い
た
め
、
原
則
と
し
て
無
効
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
相
続
人
の
B
、
C
か
ら
税
金

を
徴
収
す
る
た
め
に
は
、
民
法
9
0
0

条
か
ら
9
0
2
条
の
規
定
に
よ
る
相
続

分
で
按
分（
法
9
条
2
項
）し
て
計
算
し

た
額
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書
を
、
B
、

C
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
た
は
そ
の
代
表
者
に

Question&Answer

Q&A
自　　治

A

お答えします！

Q
固
定
資
産
の
所
有
者
が
、
賦
課
期
日
前
に
死
亡
し
た
場

合
と
、
賦
課
期
日
後
に
死
亡
し
た
場
合
と
で
、
処
理
が

ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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新
た
な
地
方
財
政
健
全
化
制
度
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
19
年
法
律
第
94
号
。
以
下

「
健
全
化
法
」
と
い
う
。）
が
平
成
19
年

6
月
に
公
布
さ
れ
、
地
方
財
政
再
建
促

進
特
別
措
置
法
（
昭
和
30
年
法
律
第
1

9
5
号
。
以
下
「
再
建
法
」
と
い
う
。）

に
替
わ
る
新
た
な
再
建
制
度
の
全
体
像

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
再
建
法
に
よ
る
財
政
再
建
制

度
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性

に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

①
早
期
是
正
・
再
生
と
い
う
観
点
か
ら

の
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
の
開
示
や

正
確
性
を
担
保
す
る
手
段
が
不
十
分
で

あ
る
、
②
再
建
団
体
と
な
ら
な
け
れ
ば

建
設
事
業
債
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
基

準
し
か
な
く
、
そ
れ
以
前
に
早
期
是
正

を
行
う
と
い
う
機
能
が
な
い
、
③
普
通

会
計
を
中
心
に
し
た
フ
ロ
ー
指
標
の
み

で
ス
ト
ッ
ク
の
財
政
状
況
に
課
題
が
あ

っ
て
も
再
建
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
④

公
営
企
業
に
早
期
是
正
機
能
が
な
い
、

と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

健
全
化
法
は
次
の
様
な
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
（
た
だ
し
、「
早
期
健
全
化
基

準
」、「
財
政
再
生
基
準
」
及
び
「
経
営

健
全
化
基
準
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
19
年
政
令
第

3
9
7
号
）
を
参
照
）。

Ⅰ
　
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
等

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
健
全

化
判
断
比
率
（
①
実
質
赤
字
比
率
、
②

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
③
実
質
公
債
費

比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
）
を
監
査
委

員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
、
議
会
に
報

告
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅱ
　
財
政
の
早
期
健
全
化

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
の
い
ず
れ

か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に

は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
健
全
化
計
画

は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
、
速
や

か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務
大

臣
・
都
道
府
県
知
事
へ
報
告
し
ま
す
。

Ⅲ
　
財
政
の
再
生

再
生
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
財
政

再
生
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、
財
政
再

生
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
財
政
再
生
計
画
は
、
議
会
の
議
決

を
経
て
定
め
、
速
や
か
に
公
表
す
る
と

と
も
に
、
総
務
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の

同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
財

政
再
生
計
画
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

て
い
る
団
体
で
な
け
れ
ば
、
災
害
復
旧

事
業
等
を
除
き
地
方
債
の
起
債
が
で
き

ま
せ
ん
。

Ⅳ
　
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化

公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方
公
共
団

体
は
、
毎
年
度
、
公
営
企
業
ご
と
に
資

金
不
足
比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付

し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
ま

す
。
こ
れ
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化
計
画

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ⅴ
　
今
後
の
手
続
等

健
全
化
法
は
、
平
成
21
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
第
2
条
、
第

3
条
及
び
第
22
条
の
規
定
は
平
成
20
年

4
月
1
日
か
ら
の
施
行
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
20
年
度
に

お
い
て
市
町
村
に
は
、
平
成
19
年
度
決

算
に
つ
い
て
、
健
全
化
判
断
比
率
・
資

金
不
足
比
率
の
算
定
、
監
査
委
員
の
審

査
、
議
会
へ
の
報
告
、
住
民
へ
の
公
表
、

知
事
へ
の
報
告
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
21
年
度
の
健
全
化
法

本
格
施
行
以
降
に
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
が
、
各
基
準
以
上
で
あ

る
市
町
村
は
、
財
政
健
全
化
計
画
、
財

政
再
生
計
画
、
経
営
健
全
化
計
画
の
策

定
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
指
標
の
算
定
方
法
や
報
告
の

様
式
等
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
20
年
総
務
省
令
第
8
号
）

を
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

A
送
達
し
て
、
承
継
税
額
を
具
体
的
に
確

定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
遺
産
分
割
は
納
税
の
告
知
の
前

後
を
問
わ
ず
、
納
税
義
務
の
承
継
に
は

一
切
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん（
民
法
9
0
9

条
但
し
書
き
）。

こ
の
承
継
税
額
を
算
定
す
る
際
は
、

被
相
続
人
A
が
課
税
さ
れ
る
べ
き
税
額

を
端
数
計
算
し
た
後
、
承
継
分
を
B
、

C
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
按
分
し
、
按
分
後

の
税
額
を
百
円
未
満
切
り
捨
て（
法
20
条

の
4
の
2
第
3
項
）す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。一

方
、
A
の
死
亡
が
賦
課
期
日
後
で
、

か
つ
、
納
税
通
知
書
送
達
の
後
で
あ
る

場
合
は
、
承
継
税
額
の
算
定
方
法
が
異

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
A
に
対
す
る
課

税
処
分
に
よ
り
既
に
税
額
が
確
定
し
、

そ
の
確
定
税
額
を
相
続
分
に
応
じ
て
承

継
し
て
い
る
の
で
、
B
、
C
か
ら
は
円
単

位
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
A
に
対

す
る
確
定
税
額
と
相
続
人
B
、
C
の
承

継
税
額
と
の
差
額
は
不
納
欠
損
処
理
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Q
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April～September

4 5 6 8 9
2008

中央市れんげまつり’08
平成20年4月29日（祝）
（会場：中央市玉穂ふるさとふれあい広場）

一面のれんげ畑に囲まれて、春の気持ちのいい陽気を感じながら穏やかな1日を過ごしていた
だく、春の恒例イベント「中央市れんげまつり」を開催いたします。
そして、おなじみ、虚無僧行列を今年も行います。甲州唯一の虚無僧寺「明暗寺」が玉穂地区に

あったことにちなみ、当時の風景を再現しています。行列がれんげ畑の中を歩く様は壮観かつ、と
ても風情にあふれています。ぜひご覧ください。 また、大好評のお笑いステージをはじめ、どな
たでも楽しめる様々なイベントを用意しています。みなさんのご来場を心からお待ちしています。

第32回　南アルプス早川山菜まつり
平成20年5月3日（祝）
（会場：町民スポーツ広場）

新緑の5月、自然たっぷりの早川町では、春の訪れとともに山菜の季節がやって来ます。
この春の味覚を多くの方々に味わってもらいたいと始めたのが、南アルプス早川山菜まつ
り。町民がひとつひとつ丁寧に摘んだ、様々な種類の山菜を買ったり、その場で味わうこと
ができます。また特産品の直売や歌謡ステージなど、たくさんの催し物を予定しています。
南アルプスの山々が緑に色づくこの季節、ご家族みんなで楽しいひとときをお過ごしく

ださい。

水と火と味の祭典　第22回多摩源流まつり
平成20年5月4日（祝）
（会場：小菅村第一スポーツ広場と周辺）

1987年から「多摩源流の村づくり」をキーワードに毎年１万人を超す人で賑わう村一番のイ
ベントです。
新緑の空に数百匹の鯉のぼりが泳ぐ中、昼は伝統芸能、大菩薩御光太鼓や楽しいステージショ

ー、またマスのつかみ取りなどがおこなわれます。また2メートルの大鍋や村自慢のヤマメの塩
焼き、ソバなど堪能できます。まつりのクライマックスは夜に行われる日本一のお松焼。夜空に
昇り立つ炎の雄大な眺めが圧巻です。さわやかな一日をぜひ小菅村でお過ごしください。

第9回「富士・山中湖ぐるりんウォーク」
平成20年6月7日（土）・8（日）
（会場：山中湖交流プラザ）

ズミの花香る新緑の中、心地良い草原の風を肌で感じながら、山中湖周辺を歩いてみま
せんか。コースは5km～30kmまでの6コースを用意しておりますので、お子様から年配
者までご自分にあったペースで楽しむことができます。
新緑であふれる6月の山中湖は、新しい季節の息吹と、新しい出会いを感じられる素晴

らしい季節です。そよ風を肌で感じ、風光明媚な山中湖周辺コースで、出会い・ふれあいを
楽しんでみませんか。

イベントいっぱい！
家族みんなで出掛けよう！

中央市

早川町

小菅村

山中湖村
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第13回万葉うたまつりとホタル観賞会
平成20年6月9日（月）～15日（日）
（会場：万力公園・万葉の森）

山梨市の夏を告げる「万葉うたまつりとホタル観賞会」を開催します。手作りの灯篭に照らされ
た公園内を歩いてみると、ホタルの幻想的な光を間近にご覧いただくことができます。
また、日本最古の歌集「万葉集」を詠う「朗唱の会」は、14日（土）の午後5時からメインステー

ジにおいて、約100名の参加者が平安貴族の衣装で万葉歌の朗唱をします。伝統的な朗唱のほか
に、ロック風や演歌風、弾き語りなどで、万葉歌を自由に詠えます。ほかにも、琴や尺八の邦楽演
奏、ジャズや吹奏楽の演奏会など盛りだくさんです。是非、山梨市万力公園にお越しください。

第31回忍野八海祭り
平成20年8月8日（金）
（会場：忍野八海周辺及び忍野中学校グランド）

忍野八海祭りは、忍野八海にちなんで、毎年8月8日に開催する本村で一番のビッグイベントで
す。午前の部では、湧池周辺で八大竜王を祀る神事を、神事会場周辺では釣り大会を開催します。
同時に忍野村役場隣で朝市を開催いたします。また、忍野中学校グランドでは、キャラクターシ
ョー・納涼大会・忍野竜陣太鼓等盛り沢山のイベントを開催いたします。
夜の部の高座山山腹の八文字焼き、特殊ミュージカル花火大会がクライマックスとなります。

是非この機会に忍野村へ足を運んで頂き、本フェスティバルを楽しんで頂きたいと思います。

夏の武田の里まつり「武田の里供養会・花火大会」
平成20年8月16日（土）
（会場：釜無川河川公園）

武田信義公累代陣没将士供養会を皮切りに夏の夜空を彩る花火大会が盛大に繰り広げられます。
雄大な南アルプスを背景に、武田家ゆかりの寺社で採火された松明が、地元の人たちの手によ

り夕闇迫る釜無川河川公園に運ばれ、信義公以来累代陣没将士の精霊を慰める武田の里供養会は、
厳かな雰囲気の中「武田の里にらさき」にふさわしい歴史とロマンを盛り上げます。
花火大会は、大型スターマインを中心に、5,000発を越える大輪の花が夜空に打ち上げられます。

なるさわ収穫祭
平成20年8月毎土・日
（会場：道の駅なるさわ）

鳴沢村では、特産品である高原野菜の一番美味しい時期に合わせて、「なるさわ収穫祭」を開催し
ます。
鳴沢村で採れた新鮮なとうもろこし・ジャガイモ・キャベツ・トマト・きゅうり・ブルーベリーなどを

無料で食し、購入できるイベントです。
また、農家直売のコーナーもあり、朝採りの新鮮な野菜が手に入ります。富士山の麓で丹精込め
てこしらえた野菜。山麓の寒暖の差が、美味しい野菜をこしらえました。是非ともご賞味下さい。

牛倉神社例大祭
平成20年9月4日（木）～6日（土）
（会場：牛倉神社及び市内）

牛倉神社の祭礼は、須佐乃男命など秋の実りをもたらしてくれる農耕の五神に感謝を捧げる祭で、郡内
三大祭りとして古くから地域住民の信仰を集めてきました。
4日の昼間には、牛倉神社の宮神輿と子供神輿、夕方には各地区数十基もの大人神輿がまち中を練り

歩き、多くの神輿見物者が道路いっぱいにあふれます。5日には、新町・本町の二台の山車も繰出してまち
を練り、上野原市無形文化財である笛や太鼓の祭り囃子にのって、獅子やヒョットコが競い合います。この
日の山場は何といっても二台の山車がすれ違うときで、お互いに日頃の腕の限りを尽くして競演します。

上野原市

山梨市

忍野村

韮崎市

鳴沢村



市町村 振興協会たより

36の やまなし 

（財）山梨県市町村振興協会
TEL：055-237-3153 FAX：055-237-5788
URL：http://www.ympa.or.jp/  e-mail：yamanashi@ympa.or.jp

問い合わせ

今回の市町村振興協会たよりは、本協会の上部団体である（財）全国市町村振興協会が設置運営している市町村職員
中央研修所（以下「市町村アカデミー」という。）及び全国市町村国際文化研修所（以下「国際文化アカデミー」という。）の
研修について、平成20年度の特色並びに本協会で実施している研修受講経費に対する助成金制度について紹介します。
両アカデミーとも市町村を取り巻く状況や市町村のニーズに対応し、新規科目の設置の他、既存の研修科目において

も、毎年見直しを行っています。
詳細は、平成20年度研修計画(市町村アカデミー：平成20年1月21日付け送付)及び平成20年度募集要綱(国際文化アカ

デミー：平成19年10月30日付け送付)を参照願います。

Ⅰ 平成20年度の特色

市町村アカデミー

平成20年度の新規科目は、自治体の政策実現の手段
としての条例立案など、政策法務の実務について学ぶ
「政策法務」、住民の健康増進のために、今後の地域保健
の在り方について学ぶ「地域保健と住民の健康増進～生
活習慣病の予防～」、市町村議会議員を対象に自治体に
おける特定の政策課題について短期集中的に学ぶ「市町
村議会議員政策集中講座」、副市町村長を対象とした
「副市町村長特別セミナー」等、計9科目です。
また、市町村アカデミーでは、昨年10月に新しい宿

泊棟が建設されました。
宿泊室はこれまでの2倍の広さとなり、各部屋にはユ

ニットバスも新たに設置されました。
各階には研修生が自由に使えるPCルームが設けら

れ、レポート作成等、研修生の自主学習環境の充実が図
られました。
なお、既存宿泊棟については、新宿泊棟同様に改修工

事が進められています。

市町村アカデミー

研修期間により次のとおり助成。
（研修受講経費の約1/2）
3日間………… 8,000円
4日間…………10,000円
8日間…………20,000円
10日間………24,000円

※市町村長、副市町村長及び市町村議会議員を対象とする特別セミナー
等については全額助成。
※市町村職員を対象とするセミナー（「市町村の課題」戦略セミナー）
については研修受講経費の１/2助成。

国際文化アカデミー

研修受講経費の1/2助成。ただし、研修受講経費のうち、特
別交付税により財政措置される研修科目は、その額を除いた額
の1/2助成。
※市町村長、副市町村長及び市町村議会議員を対象とした特別セミ
ナー等については全額助成。

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
TEL：043-276-3737 FAX：043-276-5250
URL：http://www.jamp.gr.jp/
e-mail：j-academy@jamp.gr.jp

全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）
TEL：077-578-5931 FAX：077-578-5905
URL：http://www.jiam.jp
e-mail：soumuka@jiam.jp

国際文化アカデミー

今年度、「国際文化系研修」「政策実務系研修」「特別セミナー等」の3つの
研修体系において、全79科目実施されます（緊急･臨時セミナーは除く）。
また、「政策実務系研修」には新たに、自治体の組織づくりやマネジメント

を行う能力の向上と、市町村が組織や経営を変革するに当たっての支援を目
的とした研修を実施する「組織・経営変革型研修」の区分が設けられました。
新規科目においては、新たに設けられた「組織・経営変革型研修」の区分を

中心に、女性リーダーがより意欲的に職務に取り組み、職場の活性化や部下
の育成に必要とされるマネジメント能力の養成を目的とした「女性リーダー
のためのマネジメント研修」、住民満足度を高める行政サービスを提供する
ために、人事管理制度の改革、人事評価制度の導入等の課題に取り組む「自
治体改革と人事評価」、問題ではなく解決（目指すところ）に焦点を当て、仕
事の進め方や組織風土の変革を行うことを目的とした「解決志向（ソリュー
ションフォーカス）によるマネジメント」等、計16科目が新設されました。
また、新規科目の「グローバル人材開発コース～将来に向けてのリーダー

を育てるために～」については、これまでの「国際総合A・B・Cコース」の内
容をグレードアップした科目で、国内研修及び海外研修ともに充実した内容
となっています。

Ⅱ 研修受講経費に対する助成金制度
本協会では、両アカデミーの研修受講経費について次のとおり助成をしています。

平成20年度市町村職員中央研修所及び全国市町村国際文化研修所の研修等について



の やまなし 

　私は、平成１９年4月に山梨市役所に採用され、農林課に配属されました。 

　農林課には、農林畜産業の振興、農業委員会事務局、農用地の管理、地籍調査、農業用水

路等の保全管理、土地改良などの業務があります。 

　山梨市は県内有数の果樹の産地なので、農林課には生活に直結する相談・要望が数多く

寄せられます。さまざまな理由で市民の要望に応えられないとき、市民から『なぜ要望が通ら

ないか』、『どうすれば問題が解決できるのか』と問われることもあり、説明しても納得してい

ただけないこともあります。しかし、市民の悩みを解決できたときお礼の言葉を頂けることも

あり、仕事をする上で大きな励みになっています。日頃から仕事の根拠となる法律、制度を勉

強することに加えて、市民が抱えている問題を解決した事例や、先進的な取り組み例なども

勉強しなければならないと感じています。 

　どの部署に異動しても勉強の毎日だと思いますが、公務員は公平・平等・中立な立場である

ことを自覚し、市民が求めるさまざまな要望に対応できるよう日々努力したいと思います。 

 

　今回の特集では、「公会計改革へ
の取り組み」を取り上げました。 
　９０年代から幾つかの団体が行政
運営の効率性を示し説明責任を果
たそうと公会計の整備に取り組んで
きましたが、地方行革新指針によりす
べての団体に作成と公表が要請さ
れました。より一層の説明責任が求
められているところであり、準備に万
全を期していただきたいと思います。 
　ところで、この特集記事の執筆を
お願いした方々には、多忙な予算編
成作業中にも関わらずご協力をいた
だき、改めて感謝申し上げます。 
 

神津 宣久 さん 
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市町村職員
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山梨市役所



の やまなし 

の  

やまなし 

�����

信玄公祭り 
　信玄公祭りは県下最大のお祭りとして知られており、なかで
も4月5日に行われる甲州軍団出陣は、信玄公とその重臣24将
の武者軍団が出陣する様子を再現したものです。 
　桜の花が咲き誇る春、甲府盆地は四百年の時を、一気に戦
国時代にタイムスリップし一大戦国絵巻が繰り広げられます。 
　この信玄公祭りに一般の方が参加することもできます。詳細
についてはお問い合わせください。 
〈問い合わせ先〉 
（社）山梨県観光物産連盟　055-231-2722 
 


